
を
有
す
る
こ
と
は
確
証
さ
れ
え
な
い
と
考
え
た
。

で
あ
る
。

英

米

国

際

私

法

判

決

〔
資
料
〕

一
八
四
八
年
、

一
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
の
あ
る
地

本

一
八
六
六
年
十
二
月
に
死
亡
し
た
当
時
、
ニ
ュ
ー
サ

浪

章
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本
件
は
、
遺
言
人
ジ
ョ
ン
・
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
（
以
下
、

J
.
D
.
M
と
略
称
）
が
、

ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
住
所
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
支
払
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
あ
る
遺
産
税
及
び
相
続
税
の
回
収
を
求
め
て
、
同
州
の
法
務
総
裁
が
提
起

し
た
告
訴
に
基
づ
い
て
、
宣
告
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
最
高
裁
判
決
を
不
服
と
し
て
、
遺
言
執
行
人
達
か
ら
、
枢
密
院
に
上
告
さ
れ
た
も
の

最
高
裁
の
多
数
意
見
は
、
J
•
D
.
M
は
死
亡
当
時
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
に
住
所
を
有
す
る
か
ら
、
彼
の
遺
言
執
行
人
は
、
法
務
総
裁
に
よ
っ

て
請
求
さ
れ
た
相
続
税
及
び
遺
産
税
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
と
判
決
し
た
。
し
か
し
、
判
事
の
一
人
は
少
数
意
見
を
唱
え
、

J
.
D
.
M
が
同
州
に
住
所

J
•
D
.
M
は
一
八
二
0
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
出
生
し
、
十
七
オ
に
達
し
た
一
八
三
七
年
に
、
既
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
に
移
住
し
て
い
た

兄
た
ち
に
合
流
し
た
。
成
年
に
な
る
ま
で
、
彼
は
畜
産
業
者
と
し
て
羊
牧
場
を
経
営
し
て
い
た
。

関
法
第
三
六
巻
第
六
号

一
五
六

市

(
-
―
八
八
）



英
米
国
際
私
法
判
決

区
に
牧
場
を
取
得
し
た
が
、
其
処
は
後
に
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
に
編
入
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
前
記
地
区
内
に
所
在
す
る
別
の
場
所
に
も

牧
場
を
買
い
、
そ
の
傍
に
家
屋
を
入
手
し
て
本
居
と
し
、
ま
た
居
住
場
所
と
し
た
。
一
八
五
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
彼
は
未
婚
で
、
ど
こ
に
も
世
帯

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
が
本
源
住
所
を
放
棄
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
に
新
住
所
を
取
得
し
た
と
い
う
の
が
、
判
事
た
ち
の
意
見
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
ま
で
の
事
実
認
定
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
。

一
八
五
五
年
九
月
に
シ
ド
ニ
ー
で
婚
姻
す
る
ま
で
、
彼
は
当
該
家
屋
の
占
有
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
妻
と
一
し
ょ
に
三
年
程
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
て

い
た
が
、
一
八
五
九
年
四
月
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
還
し
た
。
同
年
十
二
月
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
の
前
記
地
区
が
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
州
の
一

部
に
な
っ
た
。

一
八
六
一
年
ー
ニ
年
に
か
け
て
、
彼
は
二
、
三
の
人
物
か
ら
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
土
地
を
九

0
年
の
期
限
で
賃
借
り
し
、

用
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
彼
の
地
位
や
資
産
に
ふ
さ
わ
し
い
大
邸
宅
の
建
築
を
は
じ
め
、
一
八
六
五
年
に
そ
れ
を
完
成
し
た
。

そ
の
邸
宅
の
完
成
す
る
直
前
に
、
妻
と
家
族
は
そ
こ
の
占
有
を
開
始
し
、

J
.
D
.
M
が
死
亡
す
る
ま
で
居
住
し
つ
づ
け
た
。
彼
自
身
も
ク
イ
ー
ン
ス
ラ

ン
ド
で
の
事
業
や
政
治
上
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
期
間
を
除
い
て
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
の
邸
宅
に
住
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
自
己
の
遣

志
に
よ
っ
て
、
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
に
埋
葬
さ
れ
た
。

「
一
八
五
九
年
の
分
離
独
立
の
瞬
間
に
、

C
o
l
e
m
a
n
 v. 
S
h
a
n
g
 〔
1
9
6
1〕

A
・

C
・
4
8
1
.

一
五
七

(
-
―
八
九
）

マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
住
所
が
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
に
移
り
、
彼
が
同
地
に
住
所
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
あ

る
い
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
住
所
を
も
ち
続
け
た
か
を
決
定
す
る
必
要
は
な
い
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
州
内
で
建
築
中
の
大
邸
宅
が
完
成

し
、
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
妻
子
が
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
か
ら
移
転
し
、
彼
が
そ
こ
で
世
帯
を
営
む
に
至
っ
た
時
点
か
ら
、
彼
の
同
州
に
お
け
る
永
続
的
居
住

意
思
が
推
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
の
住
所
地
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ニ
ー
ル
ズ
で
あ
っ
た
と
の
決
定
が
な
さ
れ
う
る
。
人
の
住
所
い
か
ん
を
決
定
す

る
に
当
っ
て
は
、
妻
子
が
生
活
し
、
か
つ
永
続
的
に
居
住
す
る
場
所
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
判
決
さ
れ
た
。
こ
の
判
旨
は
一

0
0

年
以
上
前
の
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
現
代
的
な
意
義
さ
え
も
つ
貴
重
な
見
解
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

一
八
六
四
年
十
月
l

日
、
即
ち
、

一
八
六
三
年
一
月
、
多
額
の
費



夫
は
当
初
ガ
ー
ナ
婚
姻
令
の
も
と
で
有
効
な
一
夫
一
婦
婚
を
挙
行
し
、
そ
の
婚
姻
か
ら
子
供
た
ち
も
で
き
た
が
、
最
初
の
妻
の
死
後
、
土
地
慣
習
法
の

も
と
で
、
多
妻
婚
の
形
式
で
再
婚
を
し
た
。
一
八
八
四
年
の
ガ
ー
ナ
婚
姻
令
に
よ
れ
ば
、
財
産
の
三
分
の
二
は
一
六
七

0
年
の
英
国
遺
産
分
配
法
に
従
っ

て
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ガ
ー
ナ
か
ら
の
上
告
を
受
け
た
枢
密
院
は
、
ガ
ー
ナ
住
所
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
両
当
事
者
の
間
で
、
同

地
で
挙
行
さ
れ
た
潜
在
的
一
夫
多
妻
婚
の
未
亡
人
は
、
夫
が
無
遺
言
で
死
亡
し
た
際
に
、
夫
の
遺
産
に
つ
き
、
最
初
の
婚
姻
の
子
供
た
ち
と
等
し
く
、
遺

産
管
理
状
の
付
与
を
う
け
る
権
利
が
あ
る
と
判
示
し
た
。
そ
れ
故
、
当
該
制
定
法
中
の
妻
と
い
う
文
言
は
、

中
の
配
偶
者
と
い
う
文
言
も
）
、
と
も
か
く
妻
が
一
人
し
か
い
な
い
場
合
に
は
、

釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
枢
密
院
は
、
二
人
以
上
の
寡
婦
が
残
さ
れ
た
事
件
で
、
遺
産
管
理
状
の
付
与
の
申
立
て
と
遣
産
分
配
を
取
扱
う
に
当
っ
て
、
こ
の
判
決
を

適
用
す
る
に
は
、
困
難
の
生
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
困
難
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
対
処
が
可
能
で
あ
る
と
言
及
し
、
ガ
ー
ナ

諸
裁
判
所
は
、
そ
う
し
た
制
定
法
中
の
妻
や
寡
婦
と
い
う
文
言
を
、
ガ
ー
ナ
法
に
依
れ
ば
、
適
法
な
妻
た
ち
ゃ
寡
婦
た
ち
と
見
倣
さ
れ
る
総
て
の
人
々
に
、

適
用
で
き
る
と
判
断
し
た
と
も
受
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
枢
密
院
判
事
た
ち
は
、
潜
在
的
一
夫
多
妻
婚
の
子
供
た
ち
の
地
位
と
、
そ
う
し
た
婚
姻
の

妻
た
ち
ゃ
寡
婦
た
ち
の
地
位
の
区
別
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
事
件
の
起
り
う
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
区
別
を
な
す
ぺ
き
有
効
な

理
由
は
な
い
と
も
言
及
し
て
い
る
。

A
p
t
 V
.
 
A
p
t
 (
1
9
4
8〕

P. 
8
3
.
 

夫
婦
は
ド
イ
ツ
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
て
、
夫
は
事
件
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
時
期
を
通
じ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
住
所
お
よ
び
居
所

を
有
し
、
妻
は
英
国
に
住
所
お
よ
び
居
所
を
有
し
て
い
た
。
戦
時
中
に
、
夫
は
文
通
に
よ
っ
て
求
婚
し
、
妻
は
そ
れ
を
承
諾
し
た
。
連
合
王
国
に
居
た
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
弁
護
士
の
助
言
に
基
い
て
、
妻
は
代
理
人
委
任
状

p
o
w
e
r
of attorney
を
作
成
し
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
居
る
女
友
達
の
一
人
に
、
自
分

の
た
め
に
夫
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
婚
姻
の
方
式
を
完
遂
し
て
く
れ
る
よ
う
授
権
し
た
。
婚
姻
は
手
筈
ど
お
り
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
挙
行
さ
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
法
に
依
れ
ば
有
効
で
あ
っ
た
。
英
国
外
で
挙
行
さ
れ
た
婚
儀
に
、
両
当
事
者
の
出
席
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
公
序
の
項
目
に
は
な
い
。
事
案
は
専
ら
挙

関
法
第
三
六
巻
第
六
号

一
夫
多
妻
婚
を
も
包
括
す
る
に
足
る
だ
け
広
義
の
も
の
で
あ
る
と
の
解

（
か
つ
恐
ら
く
一
九
二
五
年
の
遺
産
管
理
法

一
五
八

(
-
―
九
0
)



一
五
九

行
地
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
べ
き
、
純
粋
な
方
式
の
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
メ
リ
マ
ン
卿
の
判
決
文
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
、
こ
れ
に
完
全
に
同

調
す
る
控
訴
院
に
よ
っ
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
結
論
は
、

「
本
件
の
結
婚
は
プ
ニ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
挙
行
さ
れ
た
。
婚
鍛
は
同
法
に
従
っ
て
厳
格

に
実
行
さ
れ
た
。
代
理
婚
の
挙
行
は
婚
姻
の
方
式
な
い
し
手
続
の
問
題
で
あ
り
、
婚
姻
の
実
質
問
題
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
方
式
の
採
用
に
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
理
念
に
相
反
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
代
理
婚
に
反
す
る
立
法
の
な
い
限
り
、
公
序
理
論
を
援
用
し
て
、
そ
の
婚
儀
が
挙
行
地
で
は
有
効
で
あ
っ

て
も
、
英
国
に
お
い
て
は
有
効
な
婚
姻
を
成
立
さ
せ
る
に
足
る
効
力
は
な
い
と
の
判
決
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

S
a
l
v
e
s
e
n
 
(
o
r
 
V
o
n
 L
o
r
a
n
g
)
 
v. 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
 
o
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A
u
s
t
r
i
a
n
 
P
r
o
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e
r
t
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・
6
4
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一
八
九
七
年
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
住
所
を
有
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
男
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
所
を
有
し
て
い
た
英
国
人
女
と
。
ハ
リ
で
婚
姻
し
た
が
、

そ
の
後
、
第
一
次
大
戦
の
期
間
中
を
除
い
て
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
夫
婦
と
し
て
同
棲
し
、
そ
の
地
に
住
所
を
取
得
し
た
。
一
九
ニ
―
年
の

平
和
条
約
令
に
基
づ
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
財
産
の
英
国
管
理
人
は
、
妻
は
婚
姻
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
を
取
得
し
た
と
の
理
由
で
、
一
九
二
三
年
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
所
在
す
る
妻
の
動
産
を
請
求
し
た
。
そ
こ
で
妻
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
を
放
棄
す
る
た
め
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
裁
判
所
で
婚
姻
無

効
判
決
を
得
た
。
パ
リ
に
お
け
る
婚
儀
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
も
相
応
じ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
判
決
理
由
で
あ
っ
た
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
訴
訟
で
、
財
産
管
理
人
は
そ
の
ド
イ
ッ
判
決
の
有
効
性
に
異
議
を
申
立
て
た
。

貴
族
院
に
お
い
て
、
「
そ
の
判
決
は
、
両
当
事
者
の
共
通
の
住
所
地
裁
判
所
に
お
い
て
宜
告
さ
れ
た
か
ら
、
全
世
界
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
は

離
婚
判
決
と
同
じ
ふ
う
に
、
配
偶
者
の
身
分
に
影
響
を
与
え
る
が
ゆ
え
に
、
対
物
判
決
と
同
等
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
」
と
判
決
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
、

両
当
事
者
の
共
通
の
住
所
地
で
言
渡
さ
れ
た
無
効
判
決
が
、
英
国
で
承
認
さ
れ
な
い
と
し
て
い
た
多
数
の
初
期
の
諸
判
例
を
、
破
棄
す
る
趣
旨
の
も
の
と

解
さ
れ
て
い
る
。

B
a
i
n
d
a
i
l
 
v. 
B
a
i
n
d
a
i
l
 〔
1
9
4
9〕

P
・
1
2
2
.
 

（
一
部
既
報
）

ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
で
あ
る
被
告
の
イ
ン
ド
人
は
、
イ
ン
ド
住
所
を
有
し
て
い
る
間
に
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
儀
式
に
則
り
、
イ
ン
ド
で
イ
ン
ド
人
女
と
最
初
の
結

婚
を
挙
行
し
た
。
そ
の
婚
姻
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
族
の
慣
習
お
よ
び
法
律
に
よ
れ
ば
、
潜
在
的
な
多
妻
婚
で
あ
っ
た
が
、
英
領
イ
ン
ド
裁
判
所
で
は
有
効
な
婚

英
米
国
際
私
法
判
決

(
-
―
九
一
）
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け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
」

告
と
の
第
二
の
婚
姻
の
挙
行
当
時
、
被
告
が
英
国
住
所
を
有
し
た
と
し
て
も
、

姻
と
認
め
ら
れ
る
底
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
被
告
は
イ
ン
ド
人
妻
の
生
存
中
に
、
本
件
原
告
で
あ
る
英
国
住
所
を
有
す
る
英
国
人
女
と
、
ホ
ル
ボ

ー
ン
の
登
録
所
で
、
未
婚
男
子
と
偽
っ
て
記
載
し
、
民
事
婚
を
挙
行
し
た
。
前
婚
が
露
見
し
た
の
で
、
英
国
人
妻
は
、
英
国
婚
姻
の
挙
行
当
時
、
夫
は
既

婚
者
で
あ
っ
た
と
の
理
由
で
婚
姻
取
消
の
宜
告
を
訴
求
し
た
。
第
一
審
バ
ー
ナ
ー
ド
判
事
は

Srini
V
a
s
a
n
 v. 
Srini 
V
a
s
a
n
に
追
随
し
、
た
と
い
原

そ
の
こ
と
は
、

Sriniv• 

V
a
s
a
n

の
事
実
と
本
件
の
諸
事
実
と
を
区
別

だ
て
る
も
の
で
は
な
い
と
判
決
し
た
。
上
訴
に
基
づ
き
、
控
訴
院
は
、

「
夫
の
住
所
地
法
に
よ
れ
ば
、
彼
は
既
婚
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
身
分
は
、
多
妻
婚

的
な
側
面
の
故
に
、
す
べ
て
の
目
的
上
、
英
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
英
国
に
お
い
て
、
第
二
の
婚
姻
を
締
結
す
る
こ
と
を
、
妨
げ

る
に
足
る
も
の
で
あ
る
」
と
判
決
し
た
。
控
訴
院
長
グ
リ
ー
ン
卿
は
、
判
決
文
中
で
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
た
。

法
中
の
婚
姻
・
夫
・
妻
な
ど
な
ど
と
い
っ
た
文
言
の
解
釈
問
題
を
考
察
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
過
去
の
古
い
教
会
法
な
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ン
ズ
ー

婚
姻
の
存
在
が
婚
姻
障
碍
と
な
る
か
否
か
を
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
察
す
る
目
的
上
、
一
九
三
九
年
五
月
五
日
の
段
階
に
お
け
る
彼
の
身

分
い
か
ん
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
身
分
が
、
既
婚
男
子
と
い
う
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
そ
の
身
分
は
英
国
に
お
い
て

承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
英
法
が
そ
の
身
分
を
全
面
的
に
否
認
す
る
意
図
の
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
多
く
の
目
的
上
、
そ
の
身
分
が
承
認
さ
れ
な

死
亡
当
時
ス
ペ
イ
ン
住
所
を
有
す
る
ス
ペ
イ
ン
国
民
が
、
英
国
の
銀
行
に
若
千
の
基
金
を
残
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
法
上
、

の
範
囲
内
に
入
る
親
族
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
法
上
の
法
定
の
包
括
承
継
人
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
家
が
英
国
裁
判
所
の
遣
産
管
理
状
の
付
与

と
共
に
当
該
財
産
を
請
求
し
た
。
バ
ー
ナ
ー
ド
判
事
は
先
決
例
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
法
に
関
す
る
伝
聞
証
拠
を
検
討
し
た
後
、
ス
ペ
イ
ン
の
請
求
を
支
持
し
、

死
亡
当
時
英
国
に
所
在
す
る
無
主
物
と
し
て
、
英
国
国
王
が
そ
の
金
員
に
対
し
て
行
っ
た
請
求
を
棄
却
し
た
。
判
事
が
そ
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
の
は
、

単
に
ス
ペ
イ
ン
国
家
の
法
的
地
位
を
ス
ペ
イ
ン
法
上
の
相
続
順
位
に
入
る
最
終
相
続
人
と
性
質
決
定
し
た
か
ら
で
な
く
、
無
遣
言
で
死
亡
し
た
被
相
続
人

た
る
ス
ペ
イ
ン
人
女
の
財
産
は
、
英
国
国
王
へ
移
転
す
る
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
彼
女
自
身
の
出
身
地
の
慈
善
団
体
間
で
分
配
さ
れ
る
こ
と
が
、
と
り
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「
当
控
訴
院
は
、
本
件
で
離
婚

相
続
権
を
享
受
し
う
る
親
等



ハ
ン
ガ
リ
ア
国
籍
お
よ
び
住
所
を
有
し
、
無
遣
言
で
死
亡
し
た
A
は
、
売
却
信
託
に
基
づ
い
て
保
持
さ
れ
る
英
国
所
在
の
自
由
保
有
土
地
の
持
分
権
を

享
有
し
て
い
た
。
種
類
の
転
換
に
関
す
る
英
国
衡
平
法
の
理
論
の
も
と
で
は
、
当
該
土
地
は
そ
の
売
却
か
ら
生
じ
る
金
員
と
見
倣
さ
れ
る
。
英
抵
触
法
上

の
無
遺
言
動
産
相
続
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
当
時
の
住
所
地
法
（
こ
の
場
合
は
ハ
ン
ガ
リ
ア
法
）
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
不
動
産
の
無
遺

言
相
続
は
所
在
地
法
（
こ
の
場
合
は
英
法
）
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
裁
判
所
は
動
産
と
不
動
産
の
国
際
的
区
別
を
採
用
し
、
相
続
は
不
動
産
所
在
地
法

た
る
英
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
判
決
し
た
。

ラ
ッ
セ
ル
判
事
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

「
ツ
ォ
コ
リ
イ
伯
夫
人
の
た
め
に
、
英
法
に
よ
れ
ば
、
売
却
さ
れ
、
金
員
に
転
換
さ
れ
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
土
地

は
、
金
員
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
衡
平
法
は
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
既
定
の
事
実
と
見
倣
す
と
の
原
則
に
基
づ
き
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の

自
由
保
有
土
地
は
、
法
的
観
点
か
ら
は
、
金
員
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
弁
論
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
一
切
の
目
的
上
と
い
う
文
言
が

付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
ハ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
自
由
保
有
土
地
が
、
あ
る
目
的
上
、
金
員
と
し
て
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
人

も
疑
い
を
容
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
取
得
者
の
権
利
は
動
産
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
衡
平
法
上
の
種
類
の
転
換
の
理
論
が
提
起
さ

れ
、
か
つ
作
動
す
る
の
は
、
専
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
顆
が
不
動
産
と
動
産
の
間
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
財
産
が
動
産
か
不
動

産
か
と
い
う
問
題
と
は
関
係
が
な
い
。
転
換
の
理
論
と
は
、
不
動
産
が
動
産
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
動
産
が
不
動
産
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
不
動
産
が
動
産
に
な
る
、
あ
る
い
は
動
産
が
不
動
産
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
」
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一
八
四
八
年
、
ニ
ー
オ
未
満
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
少
女
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
所
を
有
す
る
男
と
婚
姻
す
る
に
際
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
夫
婦
財
産
契

約
書
を
作
成
し
た
。
彼
ら
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
生
活
す
る
意
思
で
あ
り
、
ま
た
現
実
に
そ
の
地
で
同
棲
し
た
。
当
該
財
産
契
約
の
も
と
で
、
彼
女
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
上
寡
婦
と
な
っ
た
と
き
に
取
得
し
う
る
あ
る
権
利
を
放
棄
す
る
合
意
を
な
し
た
。

英
米
国
際
私
法
判
決

B
e
r
c
h
t
o
l
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e
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1
9
2
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h
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も
な
お
さ
ず
自
然
的
正
義
に
合
致
す
る
と
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
六

(
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一
八
八
二
年
に
夫
が
死
亡
し
た
と
き
、
彼
女
は
、
就

(ref. 
G
r
a
v
e
s
o
n
,
 7
t
h
 ed., 
p. 
527.) 
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中
、
夫
婦
財
産
契
約
当
時
自
分
は
未
成
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
契
約
締
結
能
力
が
な
か
っ
た
と
の
理
由
で
、
合
意
の
破
棄
を
訴
求
し
た
。
彼
女
の
能
力
は
婚

姻
前
の
住
所
地
法
た
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
の
も
と
で
は
未
成
年
者
で
あ
っ
た
か
ら
．

彼
女
は
自
己
の
利
益
に
な
ら
な
い
そ
う
し
た
条
件
を
付
し
た
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
彼
女
は
契
約
を
回
避
で
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
法
の
も
と
で
、
寡
婦
と
し
て
自
己
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
決
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
の
著
書
は
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
が
規
律
す
る

と
す
れ
ば
、
妻
が
ニ
―
オ
に
達
し
た
後
三
三
年
も
経
っ
て
か
ら
、
何
故
契
約
の
否
認
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
も
と
で
、
そ

の
合
意
が
配
偶
者
間
の
贈
与
と
し
て
取
消
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
貴
族
院
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
よ
う
に
思
は
れ
る
」
と

注
記
し
て
い
る
が
、
若
干
疑
義
が
あ
る
。
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1

一
人
の
英
国
の
新
教
徒
が
ロ
ー
マ
で
新
教
徒
の
牧
師
の
面
前
で
婚
姻
し
た
。
こ
れ
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
の
立
合
を
要
求
す
る
イ
ク
リ
ア
法

に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
が
、
彼
ら
の
婚
姻
を
許
さ
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
実
際
に
彼
ら
が
婚
姻
挙

行
地
法
を
遵
守
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ド
ン
卿
は
そ
の
婚
姻
は
有
効
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
・
マ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
と
判
決
し
た
。

L
e
r
o
u
x
 
v. 
B
r
o
w
n
 (
1
8
5
2
)
 
C. 
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0
1
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原
告
ル
ル
は
カ
レ
ー
に
居
住
す
る
英
国
民
で
あ
り
、
被
告
プ
ラ
ウ
ン
は
英
国
に
居
住
す
る
英
国
民
で
あ
っ
た
。
被
ら
は
カ
レ
ー
で
口
頭
契
約
を
締
結
し
、

そ
の
契
約
の
も
と
で
、
プ
ラ
ウ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
家
禽
の
卵
を
集
荷
し
て
、
そ
れ
ら
を
自
分
に
移
送
す
る
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ル
ル
を
雇
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
仕
事
は
将
来
開
始
さ
れ
、
一
年
間
継
続
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
原
告
が
契
約
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
求
め
て
、
英
国
で
被

告
に
対
す
る
訴
を
提
起
し
た
と
き
、
プ
ラ
ウ
ン
は
当
該
契
約
が
一
六
七
七
年
の
詐
欺
法
第
四
条
の
要
求
す
る
よ
う
な
書
面
に
よ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
英

国
に
お
い
て
強
制
さ
れ
な
い
と
抗
弁
し
た
。
民
訴
裁
判
所
は
全
員
一
致
で
こ
の
抗
弁
は
有
効
で
あ
る
、

Itだ
し
、
第
四
条
は
契
約
の
方
式
に
関
係
す
る
も

の
で
な
く
、
契
約
を
強
制
す
る
た
め
の
手
続
方
法
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
法
が
契
約
を
規
律
と
す
る
と
の
合
意
が
な
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
法
廷
地
法
た
る
詐
欺
法
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
、
契
約
は
同
条
に
違
反
し
て
い
る
か
ら
、
い
か
な
る
契
約
違
反
訴
訟
も
英
国
で
は
認
容

関
法
第
三
六
巻
第
六
号

一
六



一
六

双
方
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
お
よ
び
居
所
を
有
す
る
男
女
が
、
夫
婦
財
産
の
分
配
を
決
定
す
る
た
め
の
夫
婦
財
産
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
な
く
、
フ

ラ
ン
ス
で
婚
姻
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
、
彼
ら
の
財
産
は
共
有
財
産
制
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
各
配
偶
者
は
、
婚
姻
期

間
中
に
い
ず
れ
か
一
方
が
取
得
し
た
全
財
産
の
二
分
の
一
を
取
得
す
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
英
国
住
所
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
で
料
理
店
を

始
め
た
が
、
こ
れ
が
繁
昌
し
て
今
日
の
カ
フ
ェ
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
な
っ
た
。
夫
の
死
亡
時
に
は
、
お
よ
そ
六

0
万
ボ
ン
ド
が
彼
の
名
儀
に
な
っ
て
い
た
。
彼

の
遺
言
は
そ
の
全
部
の
処
分
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
未
亡
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
れ
ば
、
自
分
は
そ
の
全
額
の
二
分
の
一
に
つ
い
て

の
完
全
な
権
利
者
で
あ
る
か
ら
、
遣
言
は
残
り
二
分
の
一
に
つ
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
申
立
て
た
。
貴
族
院
は
そ
の
主
張
を
認
容
し
た
。

英
国
国
際
私
法
の
関
連
規
則
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
配
偶
者
の
財
産
関
係
は
、
⑭
夫
婦
財
産
契
約
の
な
い
と
き
は
、
差
当
り
の
住
所
地
法
に
依
拠
す

る
。
⑯
夫
婦
財
産
契
約
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
、
即
ち
、
両
当
事
者
が
自
分
達
の
財
産
契
約
を
規
律
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
法
律
に

依
拠
す
る
。
そ
こ
で
、
英
国
で
は
そ
の
複
製
の
存
在
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
規
則
の
性
質
決
定
が
必
要
と
な
っ
た
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
規
則
が
契
約
と
し
て
の
効

果
を
も
っ
と
き
は
、
未
亡
人
は
勝
訴
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
住
所
地
法
た
る
英
法
が
未
亡
人
の
請
求
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
貴
族

院
の
判
事
達
は
、
明
示
の
財
産
契
約
の
な
い
と
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
自
動
的
に
共
有
財
産
制
が
適
用
さ
れ
る
と
の
証
言
を
十
分
な
も
の
と
考
え
、
フ

ラ
ン
ス
規
則
は
、
現
実
に
両
配
偶
者
間
の
黙
示
契
約
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
英
国
へ
住
所
を
変
更
し
た
事
実
に
も
拘
ら
ず
、
彼
ら
の
財
産

権
を
規
律
す
る
と
判
決
し
た
。
英
国
の
最
高
法
廷
の
こ
の
判
決
は
、
外
国
規
則
を
そ
の
本
来
の
状
態
で
検
討
す
る
必
要
性
や
、
外
国
法
規
の
分
類
を
究
明

す
る
た
め
に
、
余
り
に
も
狭
少
す
ぎ
る
内
国
観
念
の
見
地
（
法
廷
地
法
説
）
を
採
ら
な
い
よ
う
強
調
し
た
。

F
a
r
m
e
r
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 L
o
a
n
 &
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r
u
s
t
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v
・
M
i
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n
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1
9
3
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)
 2
8
0
 
U. S. 
2
0
4
,
 
7
4
 L. 
E
d
.
 3
7
1
,
 
5
0
 S. 
Ct. 
9
8
.
 

合
衆
国
憲
法
上
の
諸
条
項
が
、
二
重
課
税
の
排
除
に
、
意
識
的
に
援
用
さ
れ
る
以
前
に
は
、
州
際
課
税
に
お
い
て
、
国
際
私
法
上
の
管
轄
権
選
択
に
も

似
た
、
単
一
課
税
管
轄
権
の
原
則
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

F
r
i
c
k
v. 
P
e
n
n
s
y
l
v
a
n
i
a
で
は
、
す
べ
て
の
動
産
は
、
有
体
動

英
米
国
際
私
法
判
決
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ド
イ
ッ
駐
留
の
連
合
国
軍
に
勤
務
し
て
い
た
ボ
ー
ラ
ン
ド
住
所
を
も
つ
二
人
の
ボ
ー
ラ
ン
ド
人
が
、
ド
イ
ツ
で
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
に
よ
っ
て

婚
姻
し
た
。

一
九
四
七
年
、
ド
イ
ッ
裁
判
所
は
挙
行
地
の
方
式
が
充
足
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
効
果
は
婚
姻
の
絶
対
無
効
を
宣
告
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

M
e
r
k
e
r
 
v. 
M
e
r
k
e
r
 (
1
9
6
3
)
 

P. 2
8
3
 

v. 
B
r
o
o
k
s
に
お
い
て
打
破
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

産
で
あ
る
と
を
無
体
動
産
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
そ
の
所
在
地
い
か
ん
に
拘
り
な
く
、
被
相
続
人
の
住
所
地
に
お
い
て
課
税
さ
れ
る
と
判
決
さ
れ
た
。

こ
の

F
a
r
m
e
r
s
L
o
a
n
 &
 T
r
u
s
t
 Co. 
v. 
M
i
n
n
e
s
o
t
a

で、

ミ
ネ
ソ
タ
州
は
、

自
州
及
び
自
州
内
の
諸
都
市
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
保
持
さ
れ
て
い
る
、
公
債
や
債
務
証
書
に
対
し
て
、
租
税
を
賦
課
し
た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
は
税
金
を
賦
課
す
る
権
利
は
な
い
と
判
決
さ
れ
た
。

般
に
、
無
体
動
産
は
、
そ
の
所
有
者
の
住
所
地
に
お
い
て
、
課
税
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
、
判
断
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
、
無
体
動
産
は
、
有
体
動

産
に
付
与
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
一
ケ
所
以
上
に
お
け
る
課
税
か
ら
の
免
除
を
、
享
有
す
る
権
利
は
な
い
と
判
決
す
る
に
足
る
理
由
は
こ
れ
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
有
体
動
産
と
無
体
動
産
の
両
者
間
の
差
異
は
、
全
く
明
白
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
た
め
に
主
張
さ
れ
る
、
無
体
動
産
に
対

す
る
苛
酷
で
抑
圧
的
な
差
別
を
正
当
化
す
る
に
は
、
充
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
意
見
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
被
相
続
人
の
住
所
地
法
が
、
死
亡
に
よ
る
債
券
の
移
転
に
つ
い
て
、
相
続
税
を
賦
課
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
州
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
論
理
的
補
完
と
し
て
、
そ
の
後
、
メ
ー
ン
州
が
、
非
居
住
の
被
相
続
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
自
州
会
社
の
株
式
の
移
転
に
対
し
て
課
税
し
よ
う
と

し
た

First
N
a
t
i
o
n
a
l
 
B
a
n
k
 of B
o
s
t
o
n
 
v. 
M
a
i
n
e
 (
2
8
4
 
U. S
.
 
3
1
2
)

で
、
連
邦
最
高
裁
は
、
相
続
税
の
目
的
上
、
公
債
と
株
式
を
区
別
す
べ
き

理
由
は
な
い
と
指
摘
し
、
死
亡
に
基
づ
く
証
券
の
移
転
は
、
証
券
保
持
者
の
居
住
地
州
以
外
の
、
い
か
な
る
管
轄
権
に
よ
っ
て
も
課
税
さ
れ
え
な
い
と
判

決
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
論
に
到
達
す
る
の
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
二
重
課
税
を
そ
れ
自
体
適
正
手
続
条
項
の
違
反
と
考
え
る
と
判
決
す
る
ま
で
に
到
ら
な

か
っ
た
が
、
二
重
課
税
を
回
避
す
る
た
め
に
、
課
税
の
た
め
の
適
切
な
場
所
と
し
て
唯
一
の
管
轄
権
を
選
択
し
た
。
そ
の
代
り
に
、
諸
判
事
の
意
見
は
厳

格
で
な
い
文
言
で
無
体
財
産
の
所
在
地
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
無
体
財
産
の
所
在
地
と
は
所
有
者
の
住
所
地
で
あ
る
と
決
定
し
た
こ
と
で
、
論

理
上
、
そ
れ
以
外
の
州
は
課
税
管
轄
権
を
も
た
な
い
と
の
帰
結
が
充
分
に
導
か
れ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
傾
向
の
判
決
理
由
は
、
や
が
て
周
知
の

B
u
r
n
e
t
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〔
事
実
〕

一
六
五

の
理
由
で
、
夫
に
婚
姻
無
効
判
決
を
付
与
し
た
。
そ
の
後
、
妻
は
英
国
に
渡
来
し
、
婚
姻
が
ド
イ
ツ
で
無
効
と
さ
れ
た
と
の
確
認
、
ま
た
は
選
択
的
に
離

婚
判
決
を
英
国
裁
判
所
に
訴
求
し
た
。

検
認
・
離
婚
部
の
ジ
ョ
ス
リ
ン
・
サ
イ
モ
ン
卿
は
当
初
の
婚
姻
が
有
効
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
・
マ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
と
判
決
し
た
後
に
、
外
国
無
効
判
決
の

効
果
の
考
察
に
着
手
し
た
。
両
当
事
者
は
訴
訟
当
時
ド
イ
ッ
居
所
を
有
し
、
そ
こ
で
婚
姻
を
挙
行
し
た
か
ら
、
ド
イ
ッ
裁
判
所
の
管
轄
権
は
承
認
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ッ
裁
判
所
は
問
題
の
障
碍
、
即
ち
方
式
の
欠
鋏
に
自
国
法
を
適
用
し
た
1

英
国
の
法
律
選
択
規
則
に
合
致
す
る
法
律
選
択
判
決
で
あ

る
。
し
か
し
、
ド
イ
ッ
判
決
は
そ
の
婚
姻
を

N
i
c
h
t
e
h
e
存
在
し
な
い
婚
姻
と
宣
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を

N
i
c
h
t
i
g
e
E
h
e
無
効
な
婚
姻
と

宣
告
し
た
点
で
、
ド
イ
ッ
法
の
も
と
で
は
無
効
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
判
決
は
、
ド
イ
ッ
裁
判
所
で
は
絶
対
無
効
と
見
倣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
、
ジ
ョ
ス
リ
ン
・
サ
イ
モ
ン
卿
は
現
実
の
判
決
以
上
に
調
査
し
た
り
、
ド
イ
ッ
法
に
も
と
で
の
当
該
判
決
の
有
効
性
を
検
討
し
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
婚
姻
は
無
効
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
不
存
在
と
宜
告
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
ド
イ
ッ
裁
判
所
の
判
決
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
証
言
を
、
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
実
行
に
移
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
本
件
で
は
、
相
互
性
を
根
拠
と
し
て
、
そ
う
し
た
ド
イ
ッ
婚
姻
無
効
判
決
が
英
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
と
判
示
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
け
だ
し
、
英
国
裁
判
所
自
身
が
、

0
（
取
消
し
う
る
婚
姻
を
除
い
て
）
婚
姻
が
英
国
で
挙
行
さ
れ
た
場
合
、
⑯
両
配
偶
者
が
英
国
居
所
を
有
す

る
場
合
に
、
無
効
管
轄
権
を
主
張
す
る
か
ら
、
外
国
無
効
判
決
の
承
認
に
も
、

T
r
a
v
e
r
s
原
則
を
拡
張
し
、
適
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

R
e
 O
'
K
e
e
f
e
,
 P
o
i
n
g
d
e
s
t
r
e
 
v. 
S
h
e
r
m
a
n
 (
1
9
4

〕゚
1
 
All 
E. 
R. 
2
1
6
.
 
(
一
部
既
報
）

被
相
続
人
は
イ
ク
リ
ア
住
所
を
有
す
る
が
、
イ
ク
リ
ア
国
籍
を
取
得
し
な
い
で
、
無
遣
言
で
死
亡
し
た
独
身
女
性
で
あ
る
。
彼
女
の
国
籍
は
英
国
籍
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
父
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
れ
で
あ
る
が
、
後
に
イ
ン
ド
に
赴
き
、
そ
こ
で
被
相
続
人
が
出
生
し
た
。
そ
の
後
、
父
は
一

時
期
英
国
で
暮
ら
し
、
二
度
に
わ
た
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
が
、
主
と
し
て
印
度
で
居
住
し
、
印
度
で
居
住
中
に
死
亡
し
た
。
被
相
続
人
は
十
才

の
と
き
教
育
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
女
修
道
院
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
後
英
国
の
女
修
道
院
に
託
さ
れ
た
。
十
七
オ
の
と
き
イ
ン
ド
で
再
び
父
と
一
し
ょ
に
暮

英
米
国
際
私
法
判
決

（
―
-
九
七
）



ら
す
よ
う
に
な
り
、
父
と
共
に
英
国
を
訪
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
父
の
死
後
、
彼
女
は
順
次
ス
ペ
イ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
及
び
海
峡
諸
島
で
短
期
間
生
活

し
た
が
、
二
十
七
オ
の
と
き
ナ
ボ
リ
に
到
り
、
そ
れ
か
ら
四
十
七
年
後
に
死
亡
す
る
ま
で
、
同
地
で
居
住
し
た
。
彼
女
は
単
に
旅
行
者
と
し
て
短
期
間
ァ

イ
ル
ラ
ン
ド
を
歴
訪
し
た
こ
と
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
よ
れ
ば
、
無
遺
言
相
続
は
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
法
は

本
国
が
多
数
法
国
で
あ
る
事
態
に
対
処
す
る
規
則
を
も
た
な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
法
は
被
相
続
人
の
所
属
す
る
国
の
法
律
を
適
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
証
言

が
与
え
ら
れ
た
。
衡
平
部
ク
ロ
ス
マ
ソ
判
事
は
次
の
よ
う
に
判
決
し
た
。

〔
判
旨
〕

無
遺
百
人
の
遺
産
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
法
に
従
っ
て
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
同
国
は
諸
事
実
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
無
遺

〔
判
決
の
概
要
〕

本
件
は
一
九
三
七
年
に
ナ
ボ
リ
で
無
遣
言
で
死
亡
し
た
独
身
婦
人
メ
ア
リ
ー
・
ア
リ
ス
・
オ
キ
ー
フ
ニ
の
遺
産
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
月
六
日
に
英
国
で
遣
産
管
理
状
が
付
与
さ
れ
た
。
諸
事
実
に
つ
い
て
争
い
は
な
い
。
彼
女
の
父
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
・
オ
キ
ー
フ
ェ
は
一
八
三

五
年
に
現
在
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
自
由
国
（
現
ァ
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
）
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
ク
レ
ア
ー
県
で
出
生
し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
に
赴
き
、

八
年
頃
カ
ル
カ
ッ
タ
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
女
性
と
婚
姻
し
た
。
無
遣
言
人
は
一
八
六

0
年
頃
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
そ
の
婚
姻
か
ら
生
れ
、
原
告
は
一
八
六

三
年
頃
に
や
は
り
そ
の
婚
姻
か
ら
生
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
二
人
は
父
母
を
同
じ
く
す
る
姉
妹
で
あ
る
。

重
要
な
異
論
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
原
告
の
宜
誓
供
述
書
に
従
え
ば
、
事
実
関
係
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
八
六
七
年
、
無
遺
言
人
と
原
告
は
両

親
に
伴
わ
れ
て
プ
ロ
ー
ニ
ュ
に
至
り
、
両
親
が
休
暇
で
英
国
に
居
る
間
、
同
地
の
叔
母
の
許
で
暮
ら
し
た
が
、
や
が
て
家
族
全
員
で
印
度
に
帰
還
し
た
。

一
八
七
三
年
頃
、
両
親
は
無
造
言
人
及
び
原
告
と
リ
ヨ
ン
に
同
行
し
、
教
育
の
た
め
彼
女
ら
を
女
子
修
道
院
に
預
け
た
。
同
年
、
両
親
は
彼
女
ら
を
修
道

院
に
残
し
、
第
一
二
子
と
第
四
子
で
あ
る
第
一
被
告
ジ
ェ
ー
ン
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
モ
ナ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
（
旧
姓
J
.
M
.
M
・
オ
キ
ー
フ
ェ
）
と
テ
レ
ン

ス
・
オ
キ
ー
フ
ェ
を
連
れ
て
、
印
度
へ
帰
っ
た
。

言
人
の
本
源
住
所
地
だ
か
ら
で
あ
る
。

関
法
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と
関
係
は
な
い
。

一
六
七

を
訪
れ
、
無
遺
言
人
及
び
原
告
と
一
し
ょ
に
、
短
期
間
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
旅
行
を
し
て
か
ら
、
今
度
は
英
国
の
ロ
ー
ハ
ム
プ
ト
ン
の
女
子
修
道
院
に
彼
女

ら
を
預
け
た
。

一
八
七
八
年
十
月
父
は
ロ
ン
ド
ン
で
後
妻
を
む
か
え
、
彼
女
を
連
れ
て
印
度
へ
戻
っ
た
。
第
二
の
婚
姻
か
ら
三
人
の
子
供
た
ち
が
生
れ
た
。
第
二
被
告

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ョ
セ
フ
・
オ
キ
ー
フ
ェ
と
第
三
被
告
ア
グ
ネ
ス
・
メ
ア
リ
ー
・
オ
キ
ー
フ
ェ
及
び
も
う
一
人
の
娘
エ
ラ
・
オ
キ
ー
フ
ェ
で
あ
る
。
最
初

の
婚
姻
の
子
テ
レ
ン
ス
と
第
二
の
婚
姻
か
ら
の
第
三
子
エ
ラ
は
共
に
直
系
卑
属
を
残
す
こ
と
な
く
、
無
遣
言
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
の
で
、
彼
ら
は
本
件

一
八
八

0
年
頃
、
無
遺
言
人
は
ロ
ー
ハ
ム
プ
ト
ン
の
修
道
院
を
去
り
、
印
度
へ
行
っ
て
父
と
継
母
の
家
で
同
居
し
た
。

父
は
無
遺
言
人
や
ほ
か
の
家
族
と
一
し
ょ
に
英
国
に
渡
来
し
、
ワ
イ
ト
島
で
一
冬
を
過
ご
し
た
後
、
ラ
ム
ス
ゲ
イ
ト
に
家
屋
を
取
得
し
、
そ
こ
に
家
族
を

残
し
、
自
分
は
印
度
へ
帰
り
、

一
八
八
五
年
二
月
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
死
亡
し
た
。
そ
の
後
、
無
遣
言
人
は
ス
ペ
イ
ン
や
タ
ン
ジ
ェ
で
、
一
八
九

0
年
に
は

海
峡
諸
島
で
そ
れ
ぞ
れ
短
期
間
暮
ら
し
た
が
、
一
八
九

0
年
に
ナ
ボ
リ
に
至
り
、
四
七
年
後
の
一
九
三
七
年
に
死
亡
す
る
ま
で
同
地
で
生
活
し
た
。
無
遺

言
人
は
イ
タ
リ
ア
国
籍
こ
そ
取
得
し
な
か
っ
た
が
、
簡
潔
に
列
記
し
た
証
拠
に
基
づ
き
、
死
亡
当
時
、
イ
タ
リ
ア
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
定
さ
れ
る
。

召
喚
状
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
第
一
の
問
題
に
対
す
る
解
答
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
重
要
な
争
い
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
原
被
告
側
は
双

方
共
に
、
現
実
に
彼
女
は
死
亡
当
時
イ
タ
リ
ア
に
選
定
住
所
を
取
得
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
受
容
れ
た
。
ま
た
、
彼
女
の
本
源
住
所
は
現
在
の
ア
イ
ル

ラ
ソ
ド
自
由
国
（
現
ァ
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
）
の
一
部
で
あ
る
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
こ
と
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
と
思
彙
す
る
。

訴
訟
開
始
の
召
喚
状
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
第
二
の
問
題
は
、
無
遺
言
人
が
そ
れ
に
関
す
る
遺
言
を
残
さ
ず
に
死
亡
し
た
動
産
が
ー
（
彼
女
は
動
産
し

か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
）
ー
、
⑭
英
法
、
⑯
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
、
伺
英
領
印
度
法
の
い
ず
れ
の
も
と
で
分
配
さ
れ
る
べ
き
か
で
あ

る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
準
拠
法
は
無
遺
言
人
の
死
亡
当
時
の
住
所
地
法
ー
即
ち
、
イ
タ
リ
ア
法
ー
で
あ
る
が
、
証
言
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
現
実

に
争
い
の
な
い
イ
タ
リ
ア
法
に
依
拠
す
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
A
条
に
従
い
、
無
遣
言
相
続
は
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

無
遣
言
人
の
国
籍
は
英
国
籍
と
認
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
英
国
民
に
適
用
さ
れ
る
実
質
法
制
度
の
う
ち
、
無
遣
言
人
の
遺
産
の
相
続
に
適
用
さ
れ
る
法

律
は
ど
れ
か
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
る
。
本
国
内
に
数
個
の
法
制
度
の
存
在
す
る
場
合
に
、
イ
タ
リ
ア
の
法
律
家
は
、
そ
の
本
国
法
の
意
味
い
か
ん
に
つ

英
米
国
際
私
法
判
決
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そ
の
死
亡
当
時
に
所
属
す
る
国
の
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
の
証
言
が
得
ら
れ
た
。

た
。
そ
れ
ぞ
れ
半
血
弟
妹
で
あ
る
第
二
及
び
第
三
被
告
の
弁
護
人
は
準
拠
法
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

(

-

―

100) 

い
て
、
意
見
を
述
ぺ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
イ
ク
リ
ア
法
の
専
門
鑑
定
人
か
ら
、
イ
ク
リ
ア
法
上
、
相
続
は
無
遺
言
人
の
所
属
す
る
国
、
か
つ
彼
女
が

無
遺
言
人
の
全
血
姉
妹
で
あ
っ
て
、
利
害
を
同
じ
く
す
る
原
告
と
第
一
被
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
人
を
通
じ
て
、
準
拠
法
は
英
法
で
あ
る
と
主
張
し

前
記
の
仮
説
か
ら
は
、
無
遣
言
人
は
死
亡
当
時
英
帝
国
の
ど
の
地
域
に
も
住
所
を
有
し
て
お
ら
ず
、
事
案
は
彼
女
が
死
亡
当
時
イ
ク
リ
ア
住
所
を
有
し

て
い
た
事
実
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
証
拠
に
基
づ
き
、
小
官
が
既
に
言
及
し
た
と
お
り
、
彼
女
の
本
源
住
所
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
う
ち
現
在

ァ
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
。
原
告
及
び
第
一
被
告
側
弁
護
人
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
意
味
い
か
ん
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
を
理
由
に
、
諸
事
実
に
徴
し
て
、
無
遺
言
人
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
上
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
で
な
か
っ
た
ら
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
国
法
は
準
拠
法
た
り
え
な
い
と
主
張
し
た
、
第
二
及
び
第
三
被
告
側
弁
護
人
は
、
無
遺
言
人
は
死
亡
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
で
な
か
っ
た

こ
と
を
認
め
た
。

し
か
し
、
諸
事
実
の
全
体
を
概
観
し
、
当
法
廷
に
提
示
さ
れ
た
イ
ク
リ
ア
法
律
家
の
証
言
を
考
察
す
る
と
、
ま
た
そ
れ
に
関
し
て
、
何
ら
本
格
的
な
疑

義
が
な
い
と
思
量
さ
れ
る
が
、
英
帝
国
の
う
ち
で
、
無
遣
言
人
が
所
属
し
て
い
た
と
云
い
う
る
唯
一
の
地
域
は
、
そ
う
し
た
訳
で
、
彼
女
が
出
身
し
た
地

域
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
第
二
及
び
第
三
被
告
側
弁
護
人
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
女
の
本
源
住
所
で
あ
る
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
他
の
住
所

が
現
わ
れ
な
い
と
き
に
、
再
び
連
結
す
る
よ
う
予
備
と
し
て
留
保
さ
れ
て
い
る
何
か
で
あ
る
と
い
う
の
は
真
実
で
あ
る
。
死
亡
時
の
彼
女
の
住
所
は
イ
ク

リ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
を
発
生
さ
せ
た
先
行
的
事
情
で
あ
る
か
ら
、
小
官
は
彼
女
の
イ
ク
リ
ア
住
所
を
認
め
る
よ
う
拘
束
さ
れ
る
が
、
イ
ク

リ
ア
住
所
を
取
除
く
と
、
彼
女
が
取
得
し
え
た
で
あ
ろ
う
他
の
唯
一
の
住
所
は
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
住
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
真
実
で
あ
る
。

既
に
判
断
を
下
し
た
よ
う
に
、
彼
女
の
本
源
住
所
は
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
認
定
し
、
現
在
、
彼
女
の
遣
産
分
配
に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
共
和
国
に
住
所
を
有
し
、
無
遺
言
で
死
亡
し
た
人
に
適
用
さ
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
法
で
あ
る
と
判
決
す
る
。
こ
の
結
論
は
そ
れ
ぞ
れ

R
o
s
s

事
件

(Ross
v. 
Waterfield)
を
裁
い
た
ラ
ク
ス
ム
ー
ア
判
事
、
及
び

A
s
k
e
w
事
件

(Marjoribanks
v. 
A
s
k
e
w
)
を
裁
い
た
モ
ー
ム
判
事
の
見

関
法
第
三
六
巻
第
六
号
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六
八



解
に
合
致
す
る
と
考
え
る
、
ま
た
、
先
決
例
と
し
て
そ
れ
ら
の
判
決
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
ど
っ
ち
み
ち
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
結
論
は
チ
ェ
シ
ァ

ー
の
国
際
私
法
論
第
二
版
一
六
―
—
二
頁
で
、
ま
た
ダ
イ
シ
ー
の
法
律
抵
触
第
五
版
八
七
五
頁
で
到
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
の

問
題
は
、
無
遣
言
人
の
遺
産
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
内
に
お
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
の
も
と
で
、
即
ち
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
に
住
所
を
有
す
る
人

に
適
用
さ
れ
る
法
律
の
も
と
で
、
そ
の
遺
産
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
人
々
の
間
で
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
渡
す
こ
と
で
、
解
答
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。

Phillipin A
d
m
i
r
a
l
 
v. 
W
a
l
l
e
n
 S
h
i
p
p
i
n
g
 Co. 
Ltd. 
a
n
d
 others. 〔
1
9
7
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一
九
五
六
年
に
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ビ
ン
共
和
国
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
中
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
財
産
に
与
え
た
損
害
の
補
償
に

関
し
て
、
日
本
は
総
額
五
億
五
千
万
米
ド
ル
を
共
和
国
に
用
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
六
年
条
約
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
る
物
資
の
利
用
を
規
律

す
る
賠
償
法
が
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
通
過
し
た
。
一
九
五
七
年
法
は
、
と
り
わ
け
、
①
賠
償
金
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
考
え
ら
れ
る
最
大
の
経
済
的
利
益
を

確
保
す
る
た
め
、
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
共
和
国
政
府
は
適
正
か
つ
充
分
に
公
衆
に
役
立
っ
て
い
る
私
企
業
と
の
競
業
を
開
始
す
る
た
め

賠
償
物
資
な
ら
び
に
役
務
の
取
得
、
利
用
、
分
配
を
管
理
す
る
た
め
に
賠
償
委
員
会
を
設
立
す
る
も
の
と
す

に
、
賠
償
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
⑱

る
等
の
規
定
を
お
い
て
い
た
~
。
委
員
会
は
い
か
な
る
と
き
も
、
共
和
国
の
機
関
で
あ
っ
た
。
リ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
汽
船
会
社
は
、
共
和
国
で
設
立
さ
れ
た
私

企
業
で
あ
る
が
、
委
員
会
に
大
洋
航
行
船
舶
を
申
請
し
、
許
可
を
受
け
る
の
に
成
功
し
た
。
一
九
五
九
年
に
、
委
員
会
は
共
和
国
の
た
め
に
、
日
本
の
造

一
九
六

0
年
に
、
委
員
会
は
リ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
汽
船
会
社
と
、
船
舶
の
条
件
つ
き
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
契
約
の
も
と
で
、
委
員
会
は
汽
船
会

社
が
購
入
価
額
を
完
全
弁
済
す
る
ま
で
、
船
舶
に
対
す
る
権
限
と
所
有
権
を
留
保
し
た
。

有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。
リ
ベ
レ
ー
シ
ョ
ン
汽
船
会
社
は
、
船
舶
の
占
有
を
取
得
し
、

か
ら
同
船
を
就
行
さ
せ
て
い
た
。
一
九
七
二
年
十
二
月
二
十
一
日
に
、
リ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
社
は
傭
船
主
の
選
択
に
お
い
て
九
な
い
し
十
ニ
ヶ
月
の
期
間

船
舶
を
傭
船
し
た
。
そ
の
時
ま
で
に
、
リ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
汽
船
会
社
は
、
条
件
つ
き
売
買
に
基
づ
く
支
払
を
著
し
く
滞
ら
せ
、
そ
の
た
め
、
委
員
会
が
船

英
米
国
際
私
法
判
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船
会
社
と
船
舶
の
建
造
契
約
を
締
結
し
た
。

一
六
九

一
九
六

0
年
十
二
月
十
五
日
に
、
委
員
会
は
船
舶
の
唯
一
の
所

一
九
七
二
年
ま
で
、
通
常
の
運
送
営
業
中
に
、
商
業
目
的

(
―
二

0
1
)



舶
の
占
有
を
回
収
す
る
直
接
の
権
利
を
も
つ
に
至
っ
た
。
傭
船
契
約
当
時
と
そ
の
直
後
の
期
間
に
同
船
は
香
港
で
修
理
中
で
あ
っ
た
。
汽
船
会
社
は
修
理

一
九
七
三
年
五
月
八
日
に
、
傭
船
契
約
を
取
消
し
た
。
一
九
七
三
年
五
・
六
・
七
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
修
理
業

業
者
と
の
貸
借
を
清
算
す
る
こ
と
が
で
ず
、

者
や
傭
船
主
ら
が
、
別
々
に
対
物
訴
訟
を
提
起
し
、
船
舶
に
対
し
て
供
給
さ
れ
た
物
資
の
代
価
や
同
船
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
並
び
に
傭
船
契
約
違

反
に
対
す
る
賠
償
を
請
求
し
た
。
船
船
は
傭
船
主
の
申
立
に
よ
っ
て
差
押
え
ら
れ
、
十
月
八
日
に
香
港
上
級
裁
判
所
（
第
一
審
裁
判
所
）
は
船
舶
の
評
価

と
売
却
と
を
命
じ
た
。
十
月
1

一
十
九
日
に
、
共
和
国
は
十
月
八
日
決
定
お
よ
び
そ
の
後
の
一
切
の
訴
訟
手
続
の
破
棄
を
申
立
て
た
。

十
四
日
と
十
七
日
に
、
第
一
審
裁
判
所
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
は
主
権
免
除
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
と
の
理
由
で
、
訴
訟
開
始
令
状
及
び
そ
の
後
の

一
切
の
訴
訟
の
破
棄
を
決
定
し
た
。

一
九
七
四
年
四
月
二
十
六
日
に
香
港
の
大
法
廷
は
船
舶
は
会
社
が
占
有
中
で
あ
り
、
私
企
業
自
身
の
商
業
目
的
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
主
権
免
除
理
論
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
決
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
は
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
に
上
告
し
、
①

直
接
の
占
有
権
と
一
体
を
な
し
て
い
る
主
権
に
よ
る
船
舶
の
所
有
は
、
主
権
が
同
船

を
管
理
な
い
し
運
航
さ
せ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
免
除
を
請
求
す
る
十
分
な
根
拠
と
な
る
。
③
船
舶
を
貿
易
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
公
共

目
的
に
使
用
中
で
あ
り
、
ま
た
は
予
定
中
で
あ
る
こ
と
と
両
立
し
な
い
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
対
物
訴
訟
が
政
府
所
有
船
舶
に
対
し
て
提
起
さ
れ

た
場
合
に
、
政
府
自
身
に
よ
る
と
第
一
二
者
に
よ
る
と
に
拘
わ
り
な
く
、
船
船
が
貿
易
目
的
に
使
用
さ
れ
、
公
共
の
役
務
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

外
国
政
府
は
主
権
免
除
を
請
求
す
る
権
利
が
な
い
と
判
決
し
た
。
ク
ロ
ス
郷
は
、
「
船
舶
が
公
共
目
的
に
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
解
答
す

る
に
は
、
問
題
の
船
舶
が
外
国
の
固
有
財
産
と
な
っ
て
か
ら
の
と
同
船
の
過
去
の
経
歴
、
お
よ
び
当
該
外
国
に
よ
っ
て
将
来
具
体
化
さ
れ
そ
う
な
用
法
の

双
方
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
及
し
た
。

（
本
件
は
関
西
大
学
百
周
年
記
念
論
集
中
の
注
と
し
て
掲
載
し
た
が
、
新
し
い
国
家
免
除
法
の
制
定
直
前
の
重
要
判
例
で
あ
り
、
英
国
に
お
げ
る
主
権
免

除
に
関
す
る
英
国
判
例
の
発
展
を
取
扱
う
上
で
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
『
国
際
私
法
序
論
』
に
も
登
載
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
学
生
諸
君
の
便
宜

に
供
す
る
た
め
に
も
、
裁
判
外
離
婚
の
承
認
に
関
す
る

Q
u
r
e
s
h
iv• 

Q
u
r
e
s
h
i
と
共
に
、
特
に
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

G
a
l
e
n
e
 
v. 
G
a
l
e
n
e
 (
1
9
3
9〕
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3
7
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フ
ラ
ン
ス
住
所
を
有
す
る
原
告
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
必
要
と
さ
れ
る
親
の
同
意
を
得
な
い
で
、

C
h
a
p
e
l
l
e
 v. 
Chapelle, (
1
9
5
0
J
 
1
 
A
l
l
 
E. 
R
 23
6
.
 

一
七

ク
法
の
も
と
で
無
効
と
見
倣
さ
れ
る
か
ら
、
両
当
事
者
は
婚
姻
す
る
た
め
英
国
に
渡
来
し
た
の
で
あ
る
。
婚
姻
後
夫
婦
は
マ
ル
ク
に
帰
還
し
、

年
ま
で
そ
の
地
で
同
棲
し
て
い
た
が
、
同
年
妻
は
英
国
に
帰
還
し
、
訴
訟
時
ま
で
英
国
に
居
住
し
続
け
た
。
一
九
四
三
年
、
夫
は
マ
ル
ク
の
民
事
裁
判
所

に
婚
姻
無
効
訴
訟
を
提
起
し
、
一
九
四
四
年
八
月
七
日
付
の
判
決
で
、
マ
ル
ク
裁
判
所
は
、
企
図
さ
れ
た
英
国
婚
姻
は
寺
院
法
に
則
っ
て
挙
行
さ
れ
た
も

の
で
な
く
、
従
っ
て
、
マ
ル
ク
法
上
承
認
さ
れ
え
な
い
と
の
理
由
で
、
当
該
婚
姻
は
当
初
か
ら
無
効
で
あ
る
と
宣
告
し
た
。

一
九
四
五
年
以
来
英
国
住
所
を
取
得
し
て
い
た
夫
は
、
英
国
で
離
婚
訴
訟
を
提
起
し
、
妻
の
遺
棄
お
よ
び
姦
通
を
申
立
て
た
。
マ
ル
ク
裁
判
所
の
判
決

に
よ
っ
て
既
に
無
効
と
さ
れ
た
婚
姻
に
つ
い
て
、
英
国
裁
判
所
が
解
消
判
決
を
言
渡
す
権
限
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
先
決
問
題
が
生
じ
た
。
と
り
わ
け
、

婚
姻
が
英
国
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
か
ら
、
彼
女
の
住
所
は
英
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
英
法
の
も
と
で
妻
は
婚
姻
に
よ
っ
て
マ
ル
ク

住
所
を
取
得
し
、
従
っ
て
、
両
当
事
者
は
マ
ル
ク
訴
訟
の
開
始
当
時
マ
ル
ク
住
所
を
有
し
て
い
た
か
ら
、

S
a
l
v
e
s
e
n
v. 
A
u
s
t
r
i
a
n
 P
r
o
p
e
r
t
y
 A
d
m
i
n
 ,
 

istrator (
1
9
2
7〕

A
・
C
・
6
4
1
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が
適
用
さ
れ
ヽ
英
国
裁
判
所
は
ヽ

英
米
国
際
私
法
判
決

マ
ル
ク
裁
判
所
判
決
が
拘
束
力
を
も
ち
、
か
つ
終
局
的
な
も
の
で
あ
る
と
判
決
す
る
よ

(
―
二
0
1
1
1
)

一
九
四

ロ
ン
ド
ン
の
登
録
所
で
婚
姻
し
た
。
英
法
に
よ
れ
ば
、

｝
六
の
婚
姻
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
れ
ば
、
親
の
同
意
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
婚
姻
は
取
消
し
う
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
婚
姻
は

フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
に
よ
っ
て
無
効
を
宜
告
さ
れ
た
。
ヘ
ン
.
n
リ
ン
ズ
判
事
は
、
こ
の
婚
姻
に
つ
い
て
無
効
の
仮
判
決
を
付
与
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

厳
密
に
い
う
と
、

S
a
l
v
e
s
e
n
判
決
に
照
ら
し
、
も
し
外
国
判
決
が
承
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
無
効
と
す
べ
き
婚
姻
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

現
在
で
は
、
無
効
判
決
を
宣
告
し
た
の
は
間
違
っ
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
理
由
と
し
て
、
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い

の
が
妥
当
な
方
策
で
あ
っ
た
ろ
う
。

両
当
事
者
は
一
九
三
一
年
十
一
月
三
日
に
リ
ン
カ
ン
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
リ
ン
カ
ン
シ
ァ
ー
県
の
主
都
）
の
登
録
所
で
婚
姻
し
た
。
婚
姻
当
時
夫
は

マ
ル
ク
住
所
を
有
し
、
妻
は
婚
姻
す
る
ま
で
英
国
住
所
を
有
し
て
い
た
。
妻
は
以
前
に
婚
姻
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
九
二
八
年
に
離
婚
し
て
い
る
。

そ
の
時
以
来
、
妻
は
マ
ル
ク
に
居
住
し
て
い
た
が
、
民
事
判
決
に
よ
っ
て
婚
姻
を
解
消
さ
れ
た
人
で
あ
る
先
の
配
偶
者
の
生
存
中
に
再
婚
す
れ
ば
、
マ
ル



(

-

―

1
0四）

「
マ
ル
ク
裁
判
所
は
、
一
九
三
一
年
婚
姻
が
当
初
か
ら
無
効
で
あ
る
と
宜
告
し
た
か
ら
、
妻
は
当
該
婚
姻
に
よ
り
マ
ル
タ
住
所
を
取
得
し
た
と
の
理
由

で
、
同
裁
判
所
の
法
域
内
に
在
る
と
の
主
張
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
英
国
裁
判
所
は
、
妻
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
主
張
を
基
礎
づ
け
る
根

拠
を
、
そ
の
文
言
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
マ
ル
ク
裁
判
所
判
決
を
、
拘
束
力
あ
る
も
の
と
し
て
承
認
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
妻
は
マ
ル
タ

に
お
い
て
夫
と
の
共
通
住
所
を
設
定
し
な
か
っ
た
か
ら
、
（
前
掲
）

S
a
l
v
e
s
e
n
 v. 
A
u
s
t
r
i
a
n
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r

の
原
則
は
適
用
さ
れ
え
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
英
国
裁
判
所
は
夫
の
（
離
婚
）
訴
訟
を
受
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
」
と
判
決
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ル
マ
ー
判
事
は
、

（
無
効
）
判
決
当
時
に
お
け
る
両
当
事
者
の
マ
ル
ク
住
所
の
保
有
が
、
妻
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
請
求
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
、

―
つ
の
そ
し
て
唯
―
つ
の
理
由
で
あ
る
と
の
見
解
を
採
用
し
た
。
判
決
当
時
、
妻
が
マ
ル
ク
に
選
定
住
所
を
取
得
し
た
証
拠
は
な
か
っ
た
が
、
英
国
婚
姻

の
必
然
の
結
果
と
し
て
、
夫
の
住
所
が
妻
に
伝
達
さ
れ
た
と
の
弁
論
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ル
マ
ー
判
事
は
、
マ
ル
ク
裁
判
所
が
無
効
で
あ
る
と

宜
告
し
た
婚
姻
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
従
属
従
所
も
発
生
し
な
い
と
判
示
し
、
マ
ル
ク
裁
判
所
は
無
効
判
決
を
言
渡
す
と
い
う
そ
れ
自
身
の
行
為
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
そ
の
管
轄
権
を
基
礎
づ
け
た
根
拠
そ
の
も
の
を
切
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
及
し
た
。

こ
れ
は
挙
行
地
法
の
役
割
り
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
意
見
が
提
示
さ
れ
る
。
あ
る
批
評
家
が
述
べ
た
よ
う
に
、
婚
姻
の
有
効
性
の
欠
如
は
、
英

法
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
契
約
上
の
瑕
疵
に
該
当
す
る
も
の
、
即
ち
、
正
規
の
方
式
を
順
守
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
そ

の
事
項
を
規
律
す
る
プ
ロ
バ
ー
・
ロ
ー
は
、
挙
行
地
法
た
る
英
国
実
質
法
で
あ
る
。
英
国
の
方
式
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
婚
姻
は
有
効
で
あ
り
、
妻

は
法
の
作
用
に
よ
っ
て
、
夫
と
の
共
通
住
所
を
取
得
し
た
。
し
か
る
に
、
こ
れ
と
反
対
に
、
そ
の
瑕
疵
は
マ
ル
タ
法
に
よ
っ
て
性
質
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
同
法
は
そ
の
瑕
疵
を
当
事
者
の
能
力
に
影
響
す
る
と
見
倣
す
で
あ
ろ
う
と
の
弁
論
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
妻
の
マ
ル
ク
住
所

が
否
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
判
決
で
は
、
両
当
事
者
の
共
通
の
住
所
地
裁
判
所
の
み
が
、
婚
姻
の
無
効
を
宣
告
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
と
の
見
解

が
提
示
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
の
が
、
昨
今
の
通
説
で
の
立
場
と
思
わ
れ
る
。

In re, 
F
l
y
n
n
 (
1
9
6
8〕
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く
r
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う
束
縛
さ
れ
る
と
の
主
張
が
、
妻
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

関
法
第
三
六
巻
第
六
号

一七



な
お
、
部
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
に
依
れ
ば
、

ニ
ロ
ー
ル
・
フ
リ
ン
（
以
下
F
と
略
称
）
は
映
画
俳
優
で
あ
っ
て
、
英
国
に
資
産
を
残
し
て
死
亡
し
た
。
遺
産
管
理
訴
訟
中
の
審
理
に
お
い
て
、

F
は

一
九

0
九
年
に
タ
ス
マ
ニ
ア
に
生
れ
、
父
は
彼
の
出
生
直
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
渡
来
し
て
き
た
の
で
、
彼
の
本
源
住
所
は
（
挙
証
さ
れ
る
証
拠
か

ら
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
タ
ス
マ
ニ
ア
に
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
彼
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
映
画
出
演
契
約
を
承
諾
し
た
。
彼
は
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四

二
年
に
か
け
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
家
屋
を
建
築
し
、
帰
化
し
て
合
衆
国
民
と
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
頃
、
彼
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
大
き
な

地
所
を
購
入
し
、
そ
こ
に
家
屋
を
建
築
し
た
。
両
親
が
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
彼
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
財
産
を
管
理
し
た
。
彼
は
一
定
の
期
間
を
ジ
ャ
マ

イ
カ
で
過
ご
し
、
終
始
、
同
地
に
非
常
な
愛
着
を
示
し
た
。

一
九
五
一
一
年
に
映
画
出
演
契
約
が
終
了
す
る
と
、

F
は
イ
タ
リ
ア
に
赴
き
、
一
九
五
三
年
と

一
九
五
四
年
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
映
画
と
テ
レ
ビ
の
仕
事
に
喪
し
た
。
一
九
五
六
年
に
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
家
屋
に
つ
い
て
の
一
切
の
権
利
を
放
棄
し
た
。

一
九
五
四
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
の
間
は
、
映
画
と
テ
レ
ビ
の
仕
事
の
た
め
に
、
彼
は
絶
え
ず
旅
行
を
続
け
る
破
目
に
な
っ
た
。
一
九
五
八
年
と
一
九

五
九
年
の
時
期
は
合
衆
国
で
仕
事
を
し
た
が
、
再
び
合
衆
国
で
家
屋
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
期
間
中
も
、
彼
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
数
カ

月
を
過
ご
し
、
ま
た
元
の
家
屋
が
全
焼
し
た
の
で
、
同
地
で
家
屋
を
新
築
し
て
い
た
。
彼
は
ジ
ゃ
マ
イ
カ
で
相
当
の
価
値
の
動
産
類
を
保
持
し
て
き
た
し
、

同
地
を
永
続
的
本
居
と
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
証
拠
が
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
五
九
年
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
に
滞
在
中
に
死
亡
し
た
。

F
の
死
亡
当
時
の
住
所
は
、
選
定
住
所
と
し
て
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
も
し
く
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、

彼
は
選
定
住
所
を
放
棄
し
、
そ
の
結
果
、
本
源
住
所
が
復
活
す
る
か
否
か
の
問
題
に
関
し
、
衡
乎
部
メ
ガ
リ
ー
判
事
は
、

「
証
拠
の
全
体
に
依
れ
ば
、

F
は
一
九
四
一
一
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
選
定
住
所
を
取
得
し
た
が
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
け
て
の
あ
る
時

期
に
、
彼
は
選
定
住
所
を
放
棄
し
、
そ
の
期
間
中
、
本
居
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
帰
還
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
以
上
、
同
州
に
帰
還
す
る
積
極
的
意

思
が
熟
成
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
本
源
住
所
が
復
活
す
る
が
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
五
九
年
に
か
け
て
の
期
間
中
に
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
が
彼
に
よ
っ
て
永
続
的
本
居
と
見
倣
さ
れ
る
場
所
と
な
っ
た
と
き
に
、
本
源
住
所
は
排
除
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
は
死
亡
当
時
ジ
ャ
マ
イ
カ
住
所
を

有
し
て
い
た
」
と
言
及
し
た
。

英
米
国
際
私
法
判
決

一
七
三

(
―
二

0
五）



「
選
定
住
所
は
、
一
国
を
立
去
る
に
当
っ
て
、
単
に
帰
還
の
意
思
が
減
退
し
て
い
る
だ
け
で
、
同
地
に
帰
還
し
て
生
活
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
い

う
積
極
的
意
思
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
終
了
す
る
。
旧
い
意
思
の
消
減
は
、
新
し
い
意
思
の
発
生
を
伴
わ
な
く
て
も
充
分
で
あ
る
。
住
所
変

更
が
行
わ
れ
た
と
主
張
す
る
人
々
に
対
し
、
要
求
さ
れ
る
証
拠
の
基
準
は
、
蓋
然
性
の
均
衡
と
い
う
民
事
的
な
基
準
で
あ
る
。
」

ベ
ル
ギ
ー
で
生
ま
れ
、
同
国
に
本
源
住
所
を
有
す
る
原
告
マ
リ
ー
・
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ェ
ア
ヴ
ァ
ニ
ケ
（
以
下
フ
ェ
ア
ヴ
ァ
ニ
ケ
と
略
称
）

は
一
九
五
四
年
に
英
国
住
所
を
有
す
る
英
国
人
男
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ミ
ス
（
以
下
単
に
ス
ミ
ス
と
略
称
）
と
婚
姻
し
た
。
婚
姻
の
目
的
は
、

原
告
が
国
外
退
去
の
心
配
な
し
に
、
売
春
婦
と
し
て
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
英
国
籍
と
英
国
の
パ
ス
ボ
ー
ト
を
取
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

七
0
年
、
原
告
は
イ
ク
リ
ア
で
ュ
ー
ヂ
ェ
ニ
オ
・
メ
サ
イ
ナ
（
以
下
単
に
メ
サ
イ
ナ
と
略
称
）
な
る
者
と
婚
姻
を
挙
行
し
た
が
、
そ
の
当
日
、
同
氏
は
英

国
に
相
当
の
価
値
の
あ
る
財
産
を
残
し
て
死
亡
し
た
。
メ
サ
イ
ナ
と
の
婚
姻
が
有
効
で
あ
る
と
き
に
の
み
、
原
告
は
そ
の
財
産
に
対
し
て
請
求
権
を
も
つ
。

一
九
七

0
年
に
開
始
さ
れ
た
訴
訟
で
、
原
告
は
一
九
五
四
年
婚
姻
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
婚
姻
挙
行
当
時
、
そ
れ
が
婚
儀
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ

の
結
果
、
当
該
婚
姻
に
有
効
な
合
意
を
し
な
か
っ
た
と
の
理
由
で
、
そ
の
無
効
宣
告
を
求
め
た
。
彼
女
は
無
効
宜
告
を
付
与
さ
れ
た
。
女
王
代
訴
人
が
参

加
し
た
そ
の
後
の
訴
訟
で
、
彼
女
は
当
初
虚
偽
の
事
実
を
申
立
て
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
、
合
意
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
無
効
判
決
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
オ
ー
ム
ロ
ッ
ド
判
事
は
、
男
女
が
法
律
の
要
求
す
る
方
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
正
規
の
儀
式
で
婚
姻
す
る
こ
と
に
合

意
し
、
そ
れ
が
婚
儀
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
彼
ら
が
夫
婦
と
し
て
同
居
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
こ
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
ま
た
原
告
は

そ
の
儀
式
が
婚
儀
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
判
決
し
、
訴
を
棄
却
し
た
。
一
九
七
一
年
十
二
月
に
、
原
告
は
一
九
五
四
年
婚
姻
が
最
初
か
ら
無
効
で

あ
る
と
の
宜
告
を
求
め
る
ペ
ル
ギ
ー
訴
訟
を
開
始
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
は
、
両
当
事
者
に
同
居
の
意
思
が
な
か
っ
た
か
ら
、

な
る
擬
装
婚
姻
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
無
効
宜
告
を
付
与
し
、
上
訴
審
に
お
い
て
当
該
判
決
は
確
認
さ
れ
た
。

一
九
七
三
年
に
、
原
告
は
最
高
法
院
規
則
第
一
五
号
一
六
条
に
基
づ
き
、

一
九
三
三
年
の
外
国
判
決
（
相
互
執
行
）
法
第
八
条
、
並
び
に
一
九
三
四
年

五
月
二
日
付
の
民
事
及
び
商
事
判
決
の
相
互
執
行
の
た
め
の
連
合
王
国
1
1
ペ
ル
ギ
ー
間
条
約
第
三
条
一
項
に
依
拠
し
て
、
上
記
ペ
ル
ギ
ー
判
決
が
、
英
国

V
e
r
v
a
e
k
e
 v. 
S
m
i
t
h
 (1982
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婚
姻
当
事
者
が
予
期
し
た
種
類
の
、
婚
姻
の
本
質
に
背
馳
す
る
目
的
か
ら
、
英
国
民
と
外
国
人
間
で
英
国
で
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
は
、
そ
の
目
的
に
も
拘
ら

ず
、
英
法
上
有
効
な
婚
姻
で
あ
る
。
け
だ
し
、
夫
婦
た
る
身
分
を
確
認
す
る
の
が
、
英
国
公
序
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ベ
ル
ギ

ー
無
効
判
決
は
英
国
裁
判
所
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

伺
（
同
じ
三
名
の
裁
判
官
に
よ
れ
ば
）
、
原
告
は
当
初
彼
女
が
援
用
し
う
る
原
因
に
依
拠
し
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
オ
ー
ム
ロ
ッ
ド
判
事

の
前
に
露
見
し
た
本
当
の
事
実
を
故
意
に
隠
弊
し
よ
う
と
し
た
と
の
事
情
の
も
と
で
は
、
公
序
と
既
判
事
項
の
理
論
が
作
動
し
、
原
告
が
英
国
裁
判
所
に

I
n
v
e
r
c
l
y
d
e
 
v. 
I
n
v
e
r
c
l
y
d
e
 (
1
9
3
1
]
 
P. 2
9
.
 

妻
は
夫
の
性
的
不
能
を
理
由
に
無
効
判
決
を
訴
求
し
た
。
婚
姻
は
ロ
ン
ド
ン
で
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
当
事
者
の
住
所
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

あ
っ
た
。
原
告
は
英
国
に
居
所
を
、
被
告
は
英
国
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
両
方
に
居
所
を
有
し
て
い
た
。
管
轄
権
の
欠
峡
を
理
由
に
、
訴
の
棄
却
を
求
め

る
召
喚
状
に
対
し
、
教
会
裁
判
所
は
、
両
当
事
者
が
英
国
居
所
を
有
す
る
と
き
、
ま
た
は
英
国
居
所
を
有
し
な
く
て
も
、
両
当
事
者
が
英
国
で
婚
姻
を
挙

英
米
国
際
私
法
判
決

お
い
て
ベ
ル
ギ
ー
判
決
の
承
認
を
請
求
す
る
企
て
を
妨
げ
る
。

口

一
七
五

に
お
い
て
承
認
を
受
け
う
る
と
の
宣
告
を
求
め
る
英
国
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
一
九
七
三
年
の
婚
姻
事
件
法
第
四
五
条
に
基
づ
く
訴
（
第

二
訴
訟
）
が
提
起
さ
れ
た
。
第
二
訴
訟
は
ベ
ル
ギ
ー
判
決
が
英
国
で
承
認
を
受
け
う
る
と
の
主
張
を
繰
返
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
と
メ

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
判
事
は
二
つ
の
請
求
を
両
方
と
も
棄
却
し
た
。
原
告
に
よ
る
上
訴
に
際
し
、
控
訴
院
は
控
訴
棄
却
の
判
決
を
下
し
、
原
告
は
さ
ら

に
上
告
し
た
が
、
貴
族
院
は
上
告
を
棄
却
し
、
次
の
よ
う
に
判
決
し
た
。

オ
ー
ム
ロ
ッ
ド
判
事
の
判
決
は
、
ま
さ
に
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
で
問
題
と
さ
れ
た
の
と
、
全
く
同
じ
争
点
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

本
件
訴
訟
は
既
判
事
項
を
規
律
す
る
諸
規
則
の
適
用
範
囲
内
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
判
決
は
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
承
認
を
う
け
る

に
価
し
な
い
。

（
大
法
官

St.

M
a
r
y
l
e
b
o
n
e
の
ヘ
イ
ル
シ
ャ
ム
卿
、

Glaisdale
の
サ
イ
モ
ン
卿
及
び
、

0
a
k
b
r
o
o
k

の
プ
ラ
ン
ド
ン
卿
に
よ
れ
ば
）
、
本
件
の

H 
サ
イ
ナ
と
の
婚
姻
が
有
効
で
あ
る
と
の
宣
告
を
訴
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
―
二

0
七）



行
し
た
と
き
は
、
常
に
無
効
訴
訟
に
対
す
る
管
轄
権
を
行
使
し
て
き
た
が
、
現
在
の
司
法
裁
判
所
は
こ
の
教
会
裁
判
所
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
、

原
告
の
訴
答
が
な
さ
れ
た
。

裁
判
所
は
管
轄
権
の
行
使
を
拒
否
し
、
ペ
ー
ト
ソ
ン
判
事
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
で
判
決
理
由
を
述
べ
た
。

「
婚
姻
は
取
消
し
う
る
婚
姻
で
あ
っ
て
、
無
効
婚
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
こ
の
判
決
は
身
分
の
変
更
に
影
響
し
、
な
い
し
は
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、

全
世
界
に
わ
た
っ
て
拘
束
力
を
も
つ
対
物
判
決
で
あ
る
か
ら
、
両
当
事
者
が
英
国
住
所
を
有
し
な
い
限
り
、
英
国
裁
判
所
が
管
轄
権
を
も
つ
こ
と
は
あ
り

こ
の
ペ
ー
ト
ソ
ン
判
事
の
判
決
は
、
二
つ
の
理
由
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
別
途
に
取
扱
う
の
が
肝
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
両
当
事
者
が

英
国
住
所
を
有
し
て
い
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
管
轄
権
を
も
た
な
い
、
け
だ
し
、
本
件
の
婚
姻
は
無
効
婚
で
な
く
て
、
せ
い
ぜ
い
取
消
し
う
る
婚
姻
で
あ

り
、
そ
の
無
効
判
決
は
身
分
の
変
更
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
無
効
訴
訟
に
お
け
る
判
決
は
、
既
婚
者
た
る
身
分
で
あ

る
か
そ
れ
と
も
独
身
の
身
分
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
宜
告
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
決
は
対
物
判
決
で
あ
り
、
従
っ
て
、
両
当
事
者
の
住
所
地
国

裁
判
所
に
よ
っ
て
宜
告
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
普
遍
的
な
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
チ
ニ
シ
ァ
ー
は
次
の
よ
う
に
こ
の
判
決

の
理
由
を
批
判
す
る
。
こ
の
第
二
の
命
題
は
行
き
す
ぎ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
だ
し
、
論
理
的
に
は
、
こ
の
命
題
は
無
効
婚
に
関
し
て
提
起
さ
れ

る
訴
訟
を
も
包
括
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ペ
ー
ト
ソ
ン
判
事
が
明
ら
か
に
判
示
し
た
よ
う
に
、
住
所
地
裁
判
所
に
よ
っ
て
宜
告
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、

身
分
に
関
す
る
い
か
な
る
判
決
も
他
国
で
は
効
果
が
な
い
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
で
は
、
身
分
問
題
を
提
起
す
る
無
効
婚
の
無
効
宜
告
は
、
婚
姻

が
挙
行
さ
れ
た
場
所
で
は
宜
告
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
理
想
的
に
は
、
住
所
地
裁
判
所
が
す
べ
て
の
身
分
問
題
に
対
し
て
、
専
属
的
管
轄
権

を
も
つ
ぺ
し
と
す
る
の
が
、
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
…
…
無
効
婚
を
無
効
と
す
る
目
的
上
、
挙
行
地
裁
判
所
の
競
合
的
管
轄
権
を
許
容

す
る
こ
と
に
も
多
々
評
価
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
競
合
的
管
轄
権
に
賛
成
す
る
先
決
例
は
、
未
だ
破
棄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、

Inverclyde 
v. 
Inverclyde *
~
'
を
、
ベ
ー
ト
ソ
ン
判
事
が
付
与
し
た
第
一
の
判
決
理
由
に
根
拠
づ
け
る
方
が
よ
り
正
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
判
決
理
由
の
原
則
は
、
現
今
で
は
も
は
や
取
消
し
う
る
婚
姻
に
対
す
る
、
専
属
的
な
管
轄
権
の
基
準
の
叙
述
と
見
倣
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、

え
な
い
。
」 関

法
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R
a
m
s
a
y
-
F
a
i
r
f
a
x
 v. 
R
a
m
s
a
y
-
F
a
i
r
f
a
x
の
控
訴
院
に
よ
っ
て
、
こ
の

Inverclyde
判
決
が
砂
棄
さ
れ
た
た
め
に
、
考
え
ら
れ
る
多
数
の
管
轄
権
の

R
e
 L
l
o
y
d
 E
v
a
n
s
 (
1
9
4
7
)
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h
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5
.
 

英
国
に
本
源
住
所
を
有
す
る
遺
言
人
は
、
最
初
ジ
ャ
ワ
に
、
次
い
で
ペ
ル
ギ
ー
に
選
定
住
所
を
取
得
し
、
同
地
で
永
住
す
る
積
り
で
い
た
が
、
ペ
ル
ギ

ー
は
一
九
四

0
年
に
ド
イ
ツ
の
侵
攻
を
受
け
た
。
彼
は
不
本
意
な
が
ら
英
国
に
渡
来
し
、
一
九
四
四
年
に
英
国
で
死
亡
す
る
ま
で
、
家
具
付
ア
パ
ー
ト
で

暮
ら
し
て
い
た
。
彼
の
遺
書
は
英
国
で
英
国
方
式
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
本
源
住
所
地
国
に
お
い
て
、
そ
の
晩
年
の
数
年
間
を
過
ご
し
た

と
い
う
強
力
な
事
実
に
も
拘
ら
ず
、
ペ
ル
ギ
ー
選
定
住
所
を
喪
失
し
な
か
っ
た
と
判
決
さ
れ
た
。
け
だ
し
、
彼
が
自
発
的
に
ペ
ル
ギ
ー
住
所
を
放
棄
し
た

こ
と
を
立
証
す
る
責
任
、
即
ち
、
住
所
変
更
を
主
張
す
る
人
々
に
課
せ
ら
れ
る
挙
証
責
任
は
十
分
果
さ
れ
な
か
っ
た
。
高
等
法
院
衡
平
部
ウ
ィ
ン
・
パ
リ

)
判
事
は
、
遣
言
人
は
選
択
し
て
で
は
な
く
、
さ
し
迫
っ
た
必
要
か
ら
、
ペ
ル
ギ
ー
か
ら
逃
避
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
分
、
状
況
が
許
せ
ば
直
ち
に
ペ
ル

ギ
ー
に
帰
還
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
と
の
心
証
を
得
た
の
で
あ
る
。

M
a
y
 v. 
M
a
y
 (
1
9
4
3
)
 
2
 
All E. 
R. 1
4
6
.
 

一
七
七

原
告
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
夫
は
ド
イ
ツ
に
住
所
お
よ
び
居
所
を
有
し
て
い
た
が
、
一
九
三
八
年
に
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
親
．

族
の
助
力
で
、
彼
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
、
合
衆
国
に
移
住
す
る
た
め
の
入
国
査
証
を
、
合
衆
国
当
局
か
ら
入
手
し
た
。
一
九
三
九
年
三
月
職
業
訓

練
の
終
了
後
は
、
連
合
王
国
か
ら
出
国
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
訓
練
生
と
し
て
英
国
上
陸
を
許
可
さ
れ
た
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
を
営

む
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
に
雇
傭
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
妻
や
家
族
が
英
国
に
到
来
し
た
。
一
九
三
九
年
九
月
の
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
、
彼
の
合
衆
国

移
住
と
い
う
願
望
は
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
。
あ
る
事
情
の
た
め
、
一
九
四

0
年
七
月
か
ら
一
九
四
一
年
一
月
ま
で
、
メ
イ
は
英
国
で
抑
留
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
や
が
て
釈
放
さ
れ
る
と
、
も
と
の
職
場
に
復
帰
し
た
。
そ
の
後
、
妻
と
共
同
被
告
の
姦
通
が
発
覚
し
た
の
で
、
一
九
四
二
年
一
月
に
彼
は
離
婚
訴
訟

を
提
起
し
た
。
訴
訟
当
時
、
彼
が
英
国
住
所
を
有
す
る
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
英
国
で
親
切
な
行
為
や
思
い
や
り
を
経
験
し
、
満
足
で
き
る
定
職

を
得
た
彼
の
意
中
か
ら
は
合
衆
国
行
き
の
思
い
が
次
第
に
消
え
失
せ
て
行
き
、
ま
た
、
た
と
え
ナ
チ
ス
が
打
倒
さ
れ
よ
う
と
も
、
決
し
て
ド
イ
ツ
に
は
帰

英
米
国
際
私
法
判
決

基
準
の
う
ち
の
一
っ
を
表
示
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（ーニ
0
九）



碍
の
存
在
が
、

「
両
当
事
者
が
そ
れ
に
依
拠
し
て
婚

裁
判
所
が
住
所
地
法
の
適
用
に
好
意
を
も
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

国
し
ま
い
と
決
心
し
た
と
、
彼
は
言
明
し
て
い
る
。

ピ
ル
シ
ャ
ー
判
事
は
管
轄
権
を
行
使
す
る
に
当
り
、

メ
イ
は
外
国
人
と
し
て
国
外
退
去
の
義
務
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ま
た
合
衆
国
へ
の
移
住
の
入
国

査
証
の
取
消
し
も
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
英
国
選
定
住
所
を
取
得
し
た
と
判
示
し
た
。
同
判
事
は
、
親
族
を
迎
え
知
己
を
得
た
原
告
が
、
こ
の

国
に
落
着
く
気
持
ち
に
な
り
、
英
国
を
本
居
と
見
倣
す
に
到
っ
た
と
の
心
証
を
得
、
こ
の
国
で
の
滞
留
期
間
は
そ
う
長
期
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
源
住

所
地
で
あ
る
租
国
ド
イ
ツ
と
の
紐
帯
は
も
は
や
断
切
ら
れ
た
と
判
断
し
、
英
国
で
の
四
年
間
の
居
住
事
実
と
結
合
さ
れ
た
、
英
国
に
永
住
し
よ
う
と
す
る

居
住
意
思
を
も
っ
て
、
訴
訟
提
起
時
ま
で
に
、
英
国
選
定
住
所
が
設
定
さ
れ
る
要
件
は
充
足
さ
れ
た
と
思
量
し
た
の
で
あ
る
。

Ponticelli 
v. 
Ponticelli 
(orse 
Giglio) 〔
1
9
5
8〕

1
 
All E. 
R
・
3
5
7
.

(―ニ―
0
)

英
国
住
所
を
有
す
る
英
国
人
男
が
イ
ク
リ
ア
人
少
女
と
イ
ク
リ
ア
で
有
効
な
代
理
婚
を
挙
行
し
た
。
両
当
事
者
は
英
国
に
定
住
す
る
意
図
で
あ
っ
た
が
、

妻
は
ほ
ん
の
短
期
間
英
国
に
滞
在
し
た
だ
け
で
、
イ
ク
リ
ア
に
帰
国
し
た
。
そ
こ
で
、
夫
は
故
意
の
同
袋
拒
否
を
原
因
と
し
て
、
婚
姻
無
効
訴
訟
を
提
起

し
た
が
、
そ
の
原
因
は
英
法
の
も
と
で
は
と
も
か
く
、
イ
ク
リ
ア
法
上
の
無
効
原
因
で
は
な
か
っ
た
。
適
用
さ
れ
る
べ
き
準
拠
法
は
挙
行
地
法
で
は
な
く

て
、
法
廷
地
法
で
あ
り
、
夫
の
住
所
地
法
で
あ
り
、
か
つ
意
図
さ
れ
た
婚
姻
住
所
地
法
で
あ
る
英
法
で
あ
る
か
ら
、
無
効
判
決
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
判
決
さ
れ
た
。
グ
レ
ー
プ
ソ
ン
に
依
れ
ば
、

C
a
s
e
y
事
件
（
拙
著
、
国
際
私
法
序
論
四
五
三
頁
）
の
パ
ッ
ク
ニ
ル
判
事
の
区
別
の
助
け
を
貸
り

な
く
て
も
、
裁
判
所
は
、
故
意
の
同
袋
拒
否
が
婚
姻
能
力
と
同
一
の
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
受
容
れ
な
い
で
、
そ
れ
が
住
所
地
法
、

ま
た
は
本
件
で
は
同
じ
法
律
で
あ
る
法
廷
地
法
の
い
ず
れ
か
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
判
決
し
た
の
は
興
味
深
い
。
か
つ
、
管
轄
権
行
使
地
、

即
ち
法
廷
地
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
婚
姻
が
有
効
と
判
決
さ
れ
た
り
、
無
効
と
判
決
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
二
者
択
一
に
つ
い
て
、

そ
の
結
果
、
完
全
に
新
規
で
独
立
の
法
選
択
規
則
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
規
則
は
以
上
の
よ
う
に
定
型
化
さ
れ
よ
う
。
英
内
国
法
が
婚
姻

を
取
消
し
う
る
と
宜
告
す
る
原
因
は
、
婚
姻
の
実
質
的
有
効
性
の
問
題
を
構
成
す
る
。
関
連
す
る
渉
外
的
要
素
を
含
む
婚
姻
に
あ
っ
て
は
、
そ
う
し
た
障

（
管
轄
権
の
目
的
か
ら
）
婚
姻
を
無
効
婚
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
取
消
し
う
る
婚
姻
と
す
る
か
は
、

関
法
第
三
六
巻
第
六
号

一
七
八



(a) 

一
七
九

姻
の
き
ず
な
を
締
結
し
よ
う
と
考
え
た
婚
姻
住
所
地
法
」
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丸
括
弧
内
の
文
言
は
論
理
的
に
は
こ
の
規
則
の

不
必
要
な
限
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
裁
判
所
が
現
在
こ
の
新
し
い
法
選
択
規
則
を
採
用
す
る
限
界
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
文
言
は
こ
の
規
則
の
将
来
の
範

囲
を
必
ず
し
も
示
す
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
姻
の
実
質
的
有
効
性
の
問
題
は
、
夫
婦
た
る
身
分
そ
れ
自
身
に
対
す
る
管
轄
権
の
問
題
ー
即
ち
、

そ
う
し
た
管
轄
権
は
そ
の
身
分
を
変
更
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
う
る
が
1
よ
り
も
広
範
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
婚
姻
住
所
」
と
い
う
文
言
に
対
し
て

別
の
個
所
で
表
明
さ
れ
て
来
た
反
対
論
は
、
こ
の
議
論
と
の
関
係
で
は
適
用
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
無
効
訴
訟
は
、
婚
姻
の
存
在
、
通
常
は
共
通
の
本
居

の
設
定
、
お
よ
び
大
抵
の
場
合
は
共
通
の
住
所
な
い
し
婚
姻
住
所
の
実
在
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

Q
u
r
e
s
h
i
 v• 

Q
u
r
e
s
h
i
 (
1
9
7
2
〕
F
a
n
 1
7
3
,
 
〔1
9
7
1
〕
1

＞
l
l
E・
3
2
5
.

〔1
9
7
1
〕
2

く
V
・
L
・
R▼●

5
1
8
.
 

両
当
事
者
は
共
に
回
教
徒
で
あ
る
。
夫
は
す
べ
て
の
重
要
時
期
に
パ
キ
ス
ク
ン
住
所
を
有
し
て
い
た
。
明
ら
か
に
妻
は
婚
姻
前
は
イ
ン
ド
住
所
を
有
し

て
い
た
が
、
婚
姻
後
は
パ
キ
ス
ク
ソ
住
所
を
取
得
し
た
。
双
方
の
属
人
法
に
よ
れ
ば
、
そ
の
婚
姻
は
潜
在
的
一
夫
多
妻
婚
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
英
国
の
登

録
所
で
婚
姻
し
、
次
い
で
宗
教
儀
式
を
行
っ
た
。
夫
は
妻
の
請
求
に
基
づ
き
あ
る
い
は
離
婚
も
し
く
は
死
亡
に
際
し
て
、

D
o
w
e
r
(
寡
婦
産
で
あ
る
が
こ

こ
で
は
適
訳
で
は
な
い
）
と
し
て
七
八
八
ボ
ン
ド
を
妻
に
支
払
う
合
意
を
し
た
。
両
当
事
者
は
別
居
し
、
夫
は
離
婚
状
ク
ラ
ク
を
送
り
付
け
た
。
バ
キ
ス

ク
ン
回
教
家
族
令
に
従
っ
て
調
停
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た
が
、
調
停
は
不
成
立
に
終
り
、
離
婚
が
確
定
し
た
。
夫
は
こ
れ
ま
で
治
安
判
事
裁
判
所
に
よ
っ

て
支
払
う
よ
う
命
令
さ
れ
て
い
た
扶
養
料
を
、
支
払
い
続
け
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
妻
は
婚
姻
が
依
然
存
続
し
て
い
る
と
の
宣
告
を
訴
求
し
、

婚
姻
が
存
続
し
て
い
な
い
と
き
は

D
o
w
e
r
を
請
求
し
た
。
夫
は
婚
姻
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
宜
告
を
求
め
、
自
分
は
バ
キ
ス
ク
ン
住
所
を
有
す
る
と
主

張
し
た
。

英
米
国
際
私
法
判
決

妻
は
D
o
w
e
r
を
受
取
る
権
利
が
あ
る
。
R

(b) 

両
当
事
者
は
英
国
居
所
を
有
す
る
か
ら
、
最
高
法
院
規
則
第
一
五
号
第
一
六
条
の
も
と
で
英
国
裁
判
所
は
訴
訟
を
受
理
す
る
管
轄
権
を
も
つ
。

〔G
a
r
t
h
w
a
i
t
e
v. 
G
a
r
t
h
w
a
i
t
e
 (
拙
稿
国
際
租
税
法
序
説
―
二
九
頁
を
見
よ
）
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
〕

の
も
と
で
有
効
に
解
消
さ
れ
た
。
向

婚
姻
は
住
所
地
法
、
即
ち
。
＾
キ
ス
タ
ン
法

扶
養
命
令
は
離
婚
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
〔
W
o
o
d

v. 
W
o
o
d
 (
拙
稿
国
際
身
分
法
序
説
二
九
三
ー
三
―
二
頁
を
見
よ
）
に
追
随
し
た
。
〕
（
Soot)

と
判
決
さ
れ
た
。

(
-
―
―
―
一
）



な
お
、
そ
の
判
決
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
な
い
が
、
ジ
ョ
ス
リ
ン
・
サ
イ
モ
ン
卿
は
、

婦
が
お
き
ま
り
の
英
国
で
行
わ
れ
た
こ
の
婚
姻
が
、
裁
判
所
の
管
轄
権
を
行
使
の
目
的
上
、

(
-
―
―
―
二
）

「
こ
の
婚
姻
は
一
夫
一
婦
婚
で
あ
る
、
け
だ
し
、

に
疑
い
を
も
た
な
か
っ
た
。
英
国
に
お
け
る
婚
姻
は
す
ぺ
て
一
夫
一
婦
婚
と
性
質
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
一
夫
多
妻
婚
の
方
式
や
慣
習
に
従
っ

た
外
国
に
在
る
英
国
住
民
の
婚
姻
は
す
べ
て
一
夫
多
妻
と
見
倣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
結
論
し
え
よ
う
。
英
国
で
民
事
婚
の
方
式
が
あ
り
、
次
い
で
宗
教
婚

の
儀
式
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
法
律
上
の
一
夫
一
婦
婚
を
構
成
す
る
の
は
前
者
で
あ
る
」
と
言
及
し
た
。

B
o
i
s
s
v
a
i
n
 
v. 
Weil (
1
9
4
9〕

1
 
K. 
B. 4
8
2
,
 
〔

195゚
〕

A. 
c. 3
2
7
.
 

被
告
で
あ
る
英
国
籍
の
女
が
一
九
四
四
年
六
ー
七
月
に
、
当
時
敵
の
占
領
下
に
あ
っ
た
モ
ナ
コ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
男
か
ら
、
あ
る
金
額
を
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ラ
ン
で
借
受
け
、
戦
争
終
了
後
に
ロ
ン
ド
ン
で
そ
れ
を
返
済
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
両
当
事
者
は
戦
争
の
た
め
心
な
ら
ず
も
モ
ナ
コ
に
居
住
し
て
い

た
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
連
合
王
国
内
に
在
る
す
べ
て
の
人
々
や
、
あ
る
外
国
に
居
住
し
て
い
る
人
々
を
除
く
、
英
国
民
で
あ
る
他
の
す
べ
て
の
人

人
は
、
大
蔵
省
の
取
引
業
者
と
し
て
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
外
国
通
貨
を
売
買
し
た
り
、
借
用
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
一
九
三
九
年
の
緊
急
大
権
法
の

も
と
で
作
定
さ
れ
た
防
衛
規
則
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
し
、
モ
ナ
コ
は
一
九
三
九
年
法
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
例
外
的
な
外
国
に
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
被
告
は
債
務
の
支
払
を
拒
絶
し
、
貸
借
契
約
の
違
法
性
を
そ
の
根
拠
と
し
た
。

控
訴
院
は
下
級
審
の
ク
ル
ー
ム
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
判
決
を
破
棄
し
、
原
告
は
貸
付
金
を
回
収
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
ク
ッ
カ
ー
判
事
と
そ
の
意
見
に
同

意
し
た
ア
ス
キ
ス
判
事
は
、
防
衛
規
則
は
域
外
的
効
力
を
有
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
現
実
に
そ
れ
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
当
該
法
律
行
為
に
適

用
さ
れ
る
と
判
決
し
た
。
デ
ニ
ン
グ
判
事
は
、
防
衛
規
則
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
当
該
規
則
が
契
約
の
有
効
性
に
関
し
て
域
外
的
効
力
を
有
す
る
か
ぎ
り

に
お
い
て
、
契
約
の
プ
ロ
バ
ー
・
ロ
ー
が
英
法
で
あ
る
も
の
に
い
つ
て
の
み
適
用
さ
れ
る
と
、
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
及
し
た
。
但
し
、
彼
は
同

時
に
、
た
と
え
プ
ロ
。
＾

1
・
ロ
ー
が
ど
こ
か
他
の
国
の
法
律
で
あ
っ
て
も
、
法
廷
地
の
公
序
が
、
そ
の
契
約
の
強
制
を
禁
止
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
言

及
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
は
、
被
告
の
国
籍
と
住
所
お
よ
び
支
払
地
を
ロ
ン
ド
ン
と
し
た
取
決
め
に
鑑
み
て
、
貸
借
契
約
の
プ
ロ
バ
ー
・
ロ
ー

は
英
法
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
デ
ニ
ン
グ
判
事
の
見
解
で
あ
っ
た
。
貴
族
院
に
お
い
て
、
こ
の
控
訴
院
判
決
は
確
認
さ
れ
た
。
ラ
ド
ク
リ
フ
ェ
判
事
が
主

関
法
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三
六
巻
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六
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一
夫
一
婦
婚
と
見
倣
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

一
八
〇

一
夫



英
米
国
際
私
法
判
決

私
権
の
源
泉
と
は
な
り
え
な
い
」
と
判
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

J¥. 

た
る
判
決
を
言
渡
し
、
他
の
裁
判
官
た
ち
も
こ
れ
に
同
意
し
た
が
、
彼
は
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
と
い
う
要
素
は
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
た
。
禁
止
令
の
適
用

を
受
け
る
英
国
民
が
、
防
衛
規
則
所
定
の
よ
う
な
外
国
通
貨
に
関
す
る
法
律
行
為
を
遂
行
し
た
と
き
は
、
そ
の
人
が
違
法
行
為
を
犯
し
た
か
、
或
い
は
犯

さ
な
か
っ
た
か
は
、
そ
の
法
律
行
為
の
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
が
、
英
法
で
あ
る
か
外
国
法
で
あ
る
か
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
支
持
で

き
な
い
命
題
で
あ
る
と
、
ラ
ド
ク
リ
フ
ニ
判
事
に
は
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
防
衛
規
則
は
厳
罰
と
い
う
強
制
の
も
と
に
、
あ
る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に

関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
状
況
下
で
、
国
際
私
法
規
則
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
甚
因
す
る
契
約
を
、
支
持
し
た
り
拒
否
す
る
か
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
釈
の
手
が
か
り
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
彼
の
見
解
で
は
、
当
該
法
律
行
為
へ
の
防
衛
規
則
の
適
用
は
免
が
れ
え
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
契
約
の
プ
ロ
。
ハ
ー
・
ロ
ー
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
原
告
は
貸
付
金
を
取
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
、

被
告
抗
弁
は
有
効
で
あ
る
。
防
衛
規
則
は
ま
さ
に
借
財
す
る
行
為
そ
の
も
の
を
禁
止
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
借
財
す
る
行
為
は
、
英
国
裁
判
所
に
お
け
る

Catterall 
v. 
Catterall (
1
8
4
7
)
 
1
 
R
o
b
.
 Eccl. 5
8
0
.
 

一
八
三
五
年
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
長
老
派
教
会
の
牧
師
に
よ
っ
て
取
行
わ
れ
た
婚
儀
に
お
い
て
、
夫
妻
は
互
に
婚
姻
す
る
と
い
う
合
意

を
表
明
し
た
。
本
件
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
。
マ
リ
ッ
ジ
の
理
論
が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
で
受
容
れ
ら
れ
て
き
た
形
式
で
の
、
こ
の
理
論
の
も
と

で
の
有
効
な
婚
姻
で
あ
る
。
植
民
地
に
お
い
て
は
、
英
国
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
規
則
に
基
づ
い
て
、
聖
職
者
は
英
国
教
会
で
任
命
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
す
る
の
は
、
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

Wolfenden v. 
Wolfenden 
〔足
6
〕

P. 6
1
,
 
[
1
9
4
5
)
 
2
 
A
l
l
 
E
.
 
R. 5
3
9
.
 

英
国
住
所
と
カ
ナ
ダ
住
所
を
有
す
る
二
人
の
カ
ナ
ダ
人
が
中
国
の
奥
地
で
婚
姻
を
挙
行
し
た
。
そ
の
地
方
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
福
音
教
会
の
牧
師

が
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
婚
姻
の
告
示
も
、
許
可
も
、
予
告
も
な
か
っ
た
。
そ
の
牧
師
は
一
八
九
二
年
の
外
国
婚
姻
法
の
も
と
で
、
婚

儀
を
取
行
う
権
能
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
両
当
事
者
は
一
八
九
二
年
の
外
国
婚
姻
法
の
も
と
で
は
、
そ
れ
以
上
の
婚
儀
が
必
要
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
が
、
被
告
で
あ
る
妻
は
そ
う
し
た
婚
儀
に
参
加
す
る
の
を
拒
否
し
た
。
夫
は
婚
姻
無
効
判
決
を
訴
求
し
た
。
メ
リ
マ
ン
判
事
は
有
効
な

(―ニ―――-）



婚
姻
が
存
在
す
る
と
の
理
由
で
、
無
効
訴
訟
を
棄
却
し
た
。

Catterall
v. 
Catterall
お
よ
び

M
a
c
l
e
a
n
v. 
Cristall
に
追
随
し
て
、
判
事
は
、
英
国

教
会
で
任
命
さ
れ
た
聖
職
者
が
立
会
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
婚
儀
は
有
効
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
・
マ
リ
ッ
ジ
を
構
成
す
る
と
判
決
し
た
。
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